
､、
~~ ~~~~~~

b ≦

北埋調報30

~

上ノ国町

小馨遺跡
－八幡野第一地区道営農免農道整備事業用地内埋蔵文化財発掘調査報告書一一

ー

年度昭和60

1

1

北海道埋蔵文化財センター財団法人





上ノ国町

小鰹遺跡
八幡野第一地区道営農免農道整備事業用地内埋蔵文化財発掘調査報告書一一~

昭和60年度

北海道埋蔵文化財センター財団法人





空中写真（写真中央下方の道路左側が小岱遺跡）
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竪穴住居跡(KH-8a･KH-9a)

KH-9a内遺物出土状況
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竪穴住居跡(KH-6)の土層断面
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1 本書は，桧山郡上ノ国町における八幡野第一地区道営農免農道整備事業用地内埋蔵文化財発掘調

査報告書である。

2 発掘調査及び報告書作成にあたっては，上ノ国町教育委員会及び上ノ国町役場耕地課の協力を得

た。 また次の諸機関及び人々の指導・助言を受けた。 （順不同・敬称略）

上ノ国町勝山館調査事務所，上ノ国町郷土館，上ノ国町老人福祉センター

松崎水穂，斉藤邦典，藤島一己，三浦孝一，柴田信一，森広樹， 田辺淳。

3 本書の作成は，調査を担当した財団法人北海道埋蔵文化財センター調査部調査第三班が行った。

文責者は，次のとおりである。

鬼柳彰 1－1～5, 11-1～3, 1Ⅱ－KH-7 ･ 10･ 11 ･ 13, KP-15． 16･20･27．28,

KS-1 ･焼土, 1V, V 3･佐藤和雄 I－6-a,Ⅲ－KH-1･ 2a･ 2b･ 3 ･ 4 ･

5a･ 5b･ 6 ． 8a ･ 8b ･ 9a ･ 9b, KP-1 ･ 2 ． 5 ． 8 ･ 17･ 19･ 23･ 29．30．31,

V-1,動物遺存体について。谷島由貴ⅡI-KH 12･ 14, KP-9 ･ 10･11･ 12･14･18･

21 ．22．24．25．26，小ピット群，炭化物堆積層，地すべり跡。石川朗 I－6-b, V-2．

4 花粉化石の分析については，北海道開拓記念館山田悟郎氏に依頼した。

5 動物遺存体については，早稲田大学金子浩昌氏の鑑定を受けた。

6 本書では以下の略号を使用した。

遺構KH:竪穴住居跡, KP:土獲, KS :石囲い炉, KF:焼土

土塘のうちKP 3 ･ 4 ･ 6 ･ 7 ． 13は欠番である。

石器の岩質And. :安山岩,Ba. :玄武岩,Ba. Sch. :黒色片岩ぅChe. :珪岩,Dior. :閃緑岩，

Gr.-Mud. :緑色片岩,Obs. :黒曜石,Pum. :軽石, Sa. :砂岩, Ser. :蛇紋岩, Sh. :頁岩。

8 図版の縮尺は原則として次のとおりである。

遺構 1 ： 40

土器 1 ： 3，剥片石器 1 ： 2，礫石器 1 : 3 (ただし住居跡出土の台石･石皿は1 : 6,

包含層出土の石斧は1 ： 2）

9 土器実測図の中心線の区別は次のとおりである。

土器を回転させずに実測したもの：実線

90度あるいは180度回転させて実測したもの: 1点鎖線

任意に回転させて実測したもの：点線
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I 調査の概要

調査要項

事業名

事業委託者

事業受託者

遺跡名

所在地

調査面積

調査期間

1

八幡野第一地区道営農免農道整備事業用地内埋蔵文化財発掘調査

北海道桧山支庁

財団法人北海道埋蔵文化財センター
こたい

小岱遺跡（北海道教育委員会C-02-24)

桧山郡上ノ国町字勝山128-1ほか

2,060m2

昭和60年6月1日～昭和61年3月31日

2 調査体制

財団法人北海道埋蔵文化財センター 理事長

専務理事

常務理事

業務部長

調査部長

調査第三班長

文化財保護主事

嘱 託

嘱 託

植村敏

山本慎一

藤本英夫

間宮道男

中村福彦

鬼柳彰（発掘担当者）

佐藤和雄

谷島由貴

石川朗

3 調査に至る経緯

桧山支庁は昭和59年度から4カ年計画で,上ノ国町字勝山161番より八幡野を経て，大l11奇230番に

至る延長約5.8kmの町道を道営農免農道として整備することを計画，すでに一部で工事が実施に移

されている。工事概要は，現町道の拡幅，盛土，急勾配及び急カーブの改修等である。

工事計画区域には， 周知の埋蔵文化財包蔵地として小岱遺跡及び大崎A遺跡があることから，桧山

支庁は事業策定にあたって，昭和58年10月北海道教育委員会と埋蔵文化財保護のための事前協議を

行ない， 包蔵地の範囲確認を要請した。上ノ国町教育委員会は北海道教育委員会の依頼を受けて， 同

年11月小岱遺跡の範囲確認調査を行なった。その結果，本遺跡は主体部が畑地として利用されている

が，遺物包含層力爵深く ，保存状態が良好であること， さらに遺跡の東端部が工事計画範囲にかかるこ

とが判明した。 また周辺の分布調査が不充分な状態にあることから，工事計画路線に沿って包蔵地所

在確認調査もあわせて行なわれ，小岱遺跡より南側の丘陵上に2カ所の埋蔵文化財包蔵地(大岱沢A･

大岱沢B遺跡）が発見された。

これらの調査の結果をうけて再度協議が行なわれ，小幡遺跡については遺跡の一部が現況町道の急

勾配．急カーブの改修工事部分にあたI) ,工法の変更等が不可能であることが明らかになった。

本遺跡は以上の経緯をふまえて，記録保存のための発掘調査を実施することになったものである。

1



I 調査の概要

4 発掘区の設定と調査の方法

発掘調査にあたっては，道路工事予定地の幅杭RllとR12を結ぶ直線（グリッドOライン） とR
12でこれに直交する直線（グリッド25ライン） を基準線として，調査区全域に一辺5mのグリッド
を設定した。各グリッドは， それぞれ北西隅の交点の記号をもって， その呼称とした。
発掘を進めるにあたっては， まず調査区全域にク、リッドラインに沿ったトレンチを5mないし20
m間隔に設定して，掘り下げを行った。 これは，土層の確認及び遺構．遺物の分布状態を把握するた
めのものである。これによって，グリッド21ライン付近を境に北半部と南半部では，遺跡の性格に差
異のあることが想定されたため，地区を北方と南方に分割して， グリッド調査を開始した。 また土層
の判別にあたっても，困難が予測されたため，各グリッドにはすべて西側と南側に土層観察用の畔(幅
50cm) を残すことを原則とした。

遺物の取り上げにあたっては，遺構内のものは，位置．高さ．層位を記録したが，遺構外のものは，
グリッド名と出土層位のみを記録した。

調査前の地形については，微地形を把握するために, 20cm等高線図を作成した。

5 6 7 8 9 lO I I l2４
Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

~
’

20

'一〆
二二

’ _L=＝
’

千 ｜
X

にY に仁O IO ZOm

図1－1 発掘区設定図
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5 調査結果の要旨

発掘された遺構は，竪穴住居跡14軒，土擴26基である。 このうち住居跡6軒と土擴1基は調査区
北端の斜面裾部にあるが， このほかはすべて調査区中央南よりの平坦部から南斜面にかけて分布して
いる。住居跡のうちKH-9aは長径約14m,短径推定約6.2mの大型住居跡である。また土擴のう
ちKP-27は擴底から，人骨の一部力丁わずかに検出されたため墓擴と判断した。 またKP-16･20は

深さ約1.8mのフラスコ状ピットである。これらの遺構は出土遺物， あるいは掘りこまれた層位から
判断して，縄文時代中期前葉から後期前葉のものと考えられる。

出土遺物は遺構内・遺構外を含めて約8万点（破片数）である。土器は縄文時代晩期のもの一個体
を除くほかは，すべて中期前葉から後期前葉に相当する。このうち器形を複元し得たものは，約80個

体である。石器は，剥片石器では，石雛・スクレイパーが多く，石槍・ツマミ付ナイフなどもわずか

にある。素材は大部分力:頁岩である力罫，黒曜石製のものもある。礫石器では擦石，石皿， たたき石が

多く ，石斧もわずかにみられる。擦石のなかでは，半円状打製石器と呼ばれる扁平な擦石が非常に多

い。 このほかに垂飾．石棒なども出土した。 これらの石器は， その大部分が調査区南半部から出土し

たもので，縄文時代中期から後期前葉のものと考えられる。本遺跡の範囲については，遺構，遺物の

分布状態から，調査区を含む台地に大きく広っているものと判断される。

’

３

~



I 調査の概要

6 遺物の分類

出土した遺物は，すべて縄文時代のものである。土器については器形･文様等から型式別に，剥片．

礫を含む石器については， おもに形態によって分類した。 このほかの土製品・石製品については分類
記号を用いていない。

a 土器

時期別にI群からⅡI群に大別した。縄文時代中期に属する土器群をI群，後期をⅡ群，晩期をIII群
とし， このうちI群を, a･b･ cの3類に細分した。 この分類の根拠になった土器の観察結果はV
章で説明する。

<I群〉 縄文時代中期に属する土器群。本群はa～cに分類される。

a類：円筒土器上層式に相当するもの。

b類：見晴町式・森越式に相当するもの，及びこれと伴出した大木8b ･ 9式に相当するもの。

c類: 1夕．ツフ°II式・レンガ台式に相当するもの。及びこれと伴出した大木10式に相当するもの‘

<II群＞ 縄文時代後期に属する土器群。

余市式・涌元式および大湯式に相当するもの。

<IⅡ群＞ 縄文時代晩期に属する土器群。一個体出土したのみである

大洞C]式に相当するもの。

b石器

<I群＞ 石鍍・石槍またはナイフ

A類石鍼

1．長身雛

2．菱形のもの

3．木葉形のもの

4．無茎のもの

a.三角形のもの

b.五角形のもの

5．明瞭な茎部をもたないもの

6．有茎のもの

B類石槍またはナイフ

1．菱形のもの

2．木葉形のもの

3． 明瞭な茎部をもたないもの

4．有茎のもの

脅零患くこ＞
- IA4a

－
IA3

IA4b、

熱拳
くこ＞

‐

IA6

●
f l

ゞ

一＝＞

零
IAl

~

‐
IA5

~
lB
＝

IB2 <二＞

IB4<II群＞ 石錐類

A類棒状でつまみ部をもたないもの

＝
IB3

4



B類剥片の一端に刺突部を作り出したもの

C類形態が1A5類に類するもの ：
oIIA

繁脅
○IIB ‐O IIC

<III群〉 ナイフ・スクレイパー類

A類つまみ付きナイフ

1．縦型のもの

a.二次加工が周縁部に施されているもの

b、二次加工が片面全面に施されているもの

C.二次加工が両面全面に施されているもの

2．横型のもの

a.二次加工が周縁部に施されているもの

b.二次加工が片面全面に施されているもの

B類箆状石器

1．二次加工が周縁部に施されているもの

2．二次加工が片面全面に施されているもの

3．二次加工が両面全面に施されているもの

C類スクレイパー

1．縦長の剥片を素材にしているもの

a.二次加工が側縁部に施されているもの

b.二次加工が側縁部から先端部にかけて，施されて

いるもの

2．横長の剥片を素材にしているもの

a.二次加工が末端部に施されているもの

b.二次加工が末端部から側縁部にかけて，施されて

いるもの

3． 円形，楕円形のもの

4．二次加工が両面に施され，栂指状をなすもの。

5．尖頭状の刃部をもつもの。
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石斧類

石斧

打ち欠きと研磨によって製作されているもの

擦り切り手法によって製作されているもの

石のみ
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I 調査の概要

え，一側縁を擦ったもの

板状礫を素材とするもの

礫の自然面あるいは半割面を擦ったもの

てこ> !VA2

I

凸
ｐ
ら

ゆ
ｅ
■

２

３

４

類

ｌ

２

３

Ｂ

北海道式石冠

たたき石（くぼみ石も含まれる）

棒状礫を用いたもの

扁平礫を用いたもの

円礫を用いたもの
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II 遺跡の概要

l 遺跡の環境

a 遺跡の位置

小岱遺跡は渡島半島西南部にある上ノ国町の天ノ川河口より約Ikm上流左岸の丘陵上に位置して

いる。渡島半島は南部で太平洋側の亀田半島と日本海測の松前半島に分かれているが， その骨格をな

すのは東北地方の出羽丘陵の延長にあたる渡島山地である｡上ノ国町はこの松前半島の北部にあたる。

木古内町との境界にある災鞘岳(1,072m)は松前半島の最高峰で舗岳(1,017m) .懲罰岳
(1,276m)と並ぶ渡島山地の代表的な山である｡上ノ国町ではこのほか袴腰岳(699m),セツ岳(957m)

など700mから900mの山力罰北東から南西へ嶺をつらね，津軽海峡側の木古内町，知内町，松前町と

の分水嶺をつくっている。渡島半島の日本海側では山地が海岸近くまでせまっており，平野部は非常

に少ない。上ノ国町もこの例にもれず，全面積の92％を山地が占めている。

天の川は上ノ国町北部の山間部を開析して西北に流れ， ’2の支流を集めて日本海へ注いでいる。全

長は約40km･下流域には幅2kmほどの沖積平野が形成されており，水田，畑が広がっている。

渡島半島は太平洋岸， 日本海岸ともに海岸段丘が発達しているが，上ノ国町では，天の川河口以南

に4段の段丘がみとめられる。 このうち太平山面（標高200m～180m)ら最も高い段丘で，海岸より

約12km内陸の太平山から天の川河口近くの夷王山背後まで広っている。今回発掘調査を行った小岱
遺跡も， この段丘に続く丘陵の一部に位置している。

上ノ国町の山地はブナを主とする広葉樹林でおおわれており， 自生'、 ドマヅの南限， 自生ヒノキ．

ゴヨウマツの北限地となっている。 とくにヒノキは天の川の北から厚沢部川にかけて大森林をつくっ

ている。 このヒノキ材は松前藩時代から保護が加えられ，藩の重要な財源であった。

天ノ川河口付近は古くから松前・木古内・江差への各方面を結ぶ交通の要衝であった。現在も木古

内方面からは天の川に沿って国鉄江差線.道々江差一木古内線，松前方面からは海岸に沿って国道228

号が走っている。河口付近の市街地は，上ノ国町の行政．商業の中心となっている。
b 遺跡の立地

天の川下流は現在，沖積平野の南端を流れており，南岸には丘陵力ざせまっている。大小の沢がいく

つもこの丘陵にきざまれているが，小岱遺跡はこれらの沢の1つの西側台地上にあたる。小岱遺跡の

発見の経緯については,松崎岩穂氏力ざ次のように記している(唾)｡「ここの発見は昭和二十六年のことで，

当時上ノ国中学校の教輸をしていた松崎が社会科の授業の時に畠主の家の生徒が同地に土器破片や石

器が散見することを知らせたことによるものである｡」

本遺跡力罫立地する台地は，小岱（こたい， またはおたい） と呼ばれているが， その地名の由来につ

いては明らかではない。松浦武四郎は安政3年にこの地方を海岸に沿って北上して，付近の様子を日
おおま

誌に記している。これには遺跡付近の大澗，北村等の地名が書かれているカミ，小岱についてはふれら
れていない。

遺跡力罫立地する台地は，標高約45m・東側から南側は急な崖となっており沢に続いている。この沢

に沿って幅約3mの農道力訂つけられている｡南西側は台地の尖端より約250mほどの所に浅い沢があ

り， これをはさんで国指定史跡花沢館がある。北側は天の川左岸へ向って急な斜面となっている。台
地上の比較的平坦な部分は現在畑地として利用されている。 さらに南側及び北側斜面には， いくつか
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の段がある。 これは以前畑として利用するために削平したものらしい。南側斜面には現在クマイザサ

が一面に繁茂している。

台地上の平坦部には，径5～7mほどの皿状のくぼみが2カ所みられた。発掘の結果これらのくぼ

みは竪穴住居跡であること力訂判明した。この位置からは，眼下に天の川と上ノ国町の市街地をのぞみ，

さらに江差町から大成町にかけての海岸を眺望することができる。秋の晴天の日には， 日本海のはる

か水平線上に奥尻島がみられる。

注大場利夫・松崎岩穂（1955） 『桧山南部の遺跡』

c 周辺の遺跡

上ノ国町では縄文時代の遺跡力罰多数確認されている。 これらの遺跡は天の川下流域の沖積平野北東

の山裾と今回調査を行なった小岱遺跡付近から夷王山にかけての丘陵部及び江差町から松前町へ続く

海岸段丘上に分布している。おもに縄文時代中期から晩期の遺跡が多いが，早期.前期，及び続縄文．

擦文時代の遺物も採集されている。

小岱遺跡の周辺では，沢をはさんで北東側の大岱遺跡， その南側に大岱沢A･大岱沢B遺跡がある。

いずれも縄文時代中期から後期の遺跡である。

発掘調査は昭和30年代から上ノ国町教育委員会によって行なわれてきた。昭和36年には，天の川

河口左岸の竹内屋敷遺跡の調査が北海道大学大場利夫教授の指導のもとに実施された。 この遺跡で多

数出土した短直線及び短曲線で文様が構成された大洞B･B-C･C1.C2に比定される土器は器形．
文様の特徴から上ノ国式土器として型式が設定されている。

大安在B遺跡は昭和47年に発掘調査力罫行なわれた｡ここで出土した隆起帯によって区画された文様

をもつ縄文時代中期の土器も大安在B式土器として標準型式になっている。また昭和49年には天の川

河口近くの四十九里沢A遺跡の発掘が行なわれ，縄文時代早期から晩期の遺物が出土した。

昭和54年には松前町との境界に近い日本海岸の小砂子遺跡の発掘調査が行なわれ,縄文時代中期の

住居跡が10軒検出された。出土した遺物は，縄文時代中期のノダップII式土器と大木系の土器を主体

に縄文時代早期から晩期の各時期にわたっている。
すざさ ひいし

これらの遺跡のほか，上ノ国町には， 国指定史跡の勝山館，花沢館をはじめ洲崎館，比石館，道指

定史跡の夷王山墳墓群などの史跡が残されている。 これらは，すべて松前藩の前身である蛎崎家ゆか

りの地である。亨徳元年(1453)津軽からこの地に渡った武田信広は，長禄元年(1457)のコシヤマ

イン戦争において諸館が陥落するなかで,上磯の錨i館とともに花沢の館を固く守I) ,遂にはコシヤ
マイン父子を倒した。 これを期に武田信広は蛎|崎家を継ぎ，北海道に和人の勢力を築く基礎をつくっ

た。

花沢館は今回調査を行なった小岱遺跡の西側わずか500mほどのところにある。標高は最も高い所

で約80m,本遺跡よりも一段高い尾根上にあたる。

勝山館は花沢館のさらに西約lkmにある。武田信広が最後に拠った居館で，昭和54年より史跡整

備事業が行なわれ，現在も継続されている。

夷王山(159m)は勝山館のすぐゞ南西側にある。山頂から勝山館を眼下に望み，南に大澗湾から上ノ

国町南部の海岸，北は江差方面を一望に収めること力罰できる。この山の周辺には数百に及ぶ墳墓があ
る。昭和27年明治大学後藤守一教授によって調査され，武田，蛎崎氏一族の墓と推測されている。
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2 基本層序

基本層序は以下のとおりである。この層序が典型的にみられるのは,グリッドライン20～21付近と，

調査区南側斜面のうち,M･Nライン付近である。 このほかの部分では， これらの層位のうちV層以

上が途切れたり，極端にうすくなっているところがある。 これは，調査区内の地形力:変化に富んでい

ることから，各層位の堆積の状況に差異があったことによるものと推定される。 また耕作による土層
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Ⅲ遺構と遺構出土遺物

発掘の経過

a 調査区北斜面の発掘

調査区のうち北半部は台地の北側斜面崖縁にあたる。南北に細長く， 12ライン付近では幅が約3m

しかない。崖面の上半部には岩盤が露出している力舗， これは現在の道路がつくられた際に，土取りが

行われたことによるものとみられる。地表には畑地造成による段がところどころにある。とくに11ラ

イン以北では畑と山道によって削られた部分が多く ，地山がむき出しになっているところが各所にみ

られた。北端には土堤状に盛り上った部分があり， その南側は凹地になって調査区の西方へ続いてい

る。 トレンチ調査によって,土層観察を行ったところ,斜面上部では遺物包含層の厚さが5cm～10cm

ほどあるが， 中央のl幅が狭い部分では表土直下が礫混りのローム層(VIII層）であること, 9ライン以

北では，遺物包含層の大部分が失なわれていることが判明した。包含層が残っているところでも， 出

土遺物は調査区南半部に比べると非常に少なく ，調査開始当初には北側斜面に遺構が存在する可能性

が少ないものと考えていた。 この推測は，北斜面のうち9ライン以南においてはほぼ当っていた。 し

かし，北部の斜面裾部では，耕作土及び残存していたⅣ層, V層除去後, VI層上面に周囲よりわずか

に暗い色調の落ちこみが各所にあることが確認され，発掘の結果これらの落ちこみは縄文時代中期の
竪穴住居跡であることが判明した。

北斜面裾部において発掘された7軒の竪穴住居跡はKH-1 ･ 3を除いて， その一部あるいは大部

分が耕作によって削平されており，形態等について不明な点が多い。KH-2bは調査区西端の土層
断面によって検出されたものである。

北端の土堤状に盛り上った部分は,本遺跡に近い花沢館に関連した土塁の可能性もあると考えた力罫，

厚さ5～10cmほどの表土下が地山(VIII層）であったことから， 自然の地形と判明した。

前述したように9から15ラインにかけての斜面中位では遺物ｶｺごくわずかしか出土しなかったが，

ク．リッドH 11でわずかに残存していたII層中から縄文時代晩期の土器が破片となって検出された。

これは今回の調査で出土した遺物のうち，縄文時代晩期に相当する唯一のものである。

b 調査区中央部から南斜面の発掘

調査区南半部は，丘陵上の平坦地から， これに続いて南西へ大きく屈曲した急斜面である。東から

南西部にかけての崖面には，栗などの広葉樹と雑木が茂っており，岩盤は露出していない。 25ライン

付近と南西斜面には畑地造成による段がある。畑は31ライン以北の平坦部から，調査区の西方にかけ

てつくられているが，南西斜面上方にも古い畑の畝が残っていた。調査に入る前は， この斜面一帯に

クマイザサが茂っていた。 26ラインから31ラインにかけての平坦地は標高約42m,全調査区の中で

もっとも高い部分である。ここでは，畑の雑草を刈ったところ,M-25付近とL-29からL-30にか

けて大きな皿状のくぼみがあらわれた。

発掘開始当初に実施したトレンチ調査によって調査区南半部は，上部を畑地造成によって削平され

ているところが一部にあるものの，遺物包含層が全域にあり， これに含まれる遺物量は，調査区北半

に比べると非常に多いことが判明した。 とくに前述した畑のくぼみの下には多量の土器・石器がある
ことも明らかになった。

トレンチ調査の結果をふまえて，発掘を進めていくに従い,M-25にみられたくぼみは竪穴住居が

1ﾜ
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埋りきっていないもので，深さは約1m,長軸は8mに達すること, L-29からL-30にかけての

くぼみは， 2つの竪穴住居が重複した跡であることが判明した。 この2カ所のくぼみの間は， ほぼ平

坦であったが1V層上面で周辺よりわずかに色調が暗い部分があり，再度のトレンチ調査によって竪穴

住居跡がいくつか存在することが確認された。KH-9aは， 当初崖ぎわに2軒の住居跡が並んでい

るものと判断して発掘を進めたが，後になって長径14mに達する大型の竪穴住居跡であることが確

認されたものである。

南西斜面は， トレンチ調査によって，かなりの量の遺物が出土することが判明していたが， 20度な

いし30度の傾斜地であることから，竪穴住居跡などの存在をあまり予測していなかった。

KH-llとKH-12はこの部分にわずかの平坦部がみられたため,再度のトレンチ調査を行って住

居跡であることを確認したものである。KH-14は1V層の調査終了後，完形の深鉢が出土したため，

周辺を精査して住居跡であることを確認した。各竪穴住居跡は， いずれも覆土の色調が周辺の土と似

ているために，平面でその規模を確認することが困難であることから，すべてトレンチによる土層断

面の観察によって，床・壁を確認したものである。 とくに夏期の災天下では乾燥が激しく ，土層断面

によっても判然としないところが多かった。従ってトレンチ調査以外の部分では，遺物の出土状態，

焼土の有無土の固さなどをその都度判断しながら，壁，床を確認して掘')進めた。 しかし秋には雨

天が続いたため，土層観察は比較的容易になった。これは， 26カ所の土描についても同様であった。

南西斜面には， 3カ所地表が盛り上った部分があった。 これらは，竪穴住居をつくった時の排土で

あるものとみて，発掘を行ったが， いずれも小規模な地すべりによる地形であることが判明した。 ま

た南西斜面下方の崖面は，傾斜が比較的ゆるやかであることから，遺物包含層が残存していることを

予測して,数カ所でトレンチ調査を行ったが,厚さ数crnの表土直下がV111層とさらに下位の岩盤になっ

てお')，遺物は出土しなかった。

出土した遺物は，拙文時代早期のものと考えられる石器数点と縄文時代晩期の土器111面|体を除き，

このほかのすべては，縄文時代中期前葉から後期前葉のものと推定される。出土層位は基本層序の1V

層･V層が主体だが， 層位によって遺物を細分することは困難であった。各遺構が掘I)こまれた層位

も1V層からⅥ層上面にわたっているが， これによって構築時期を判別することはできなかった。
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1I1 遺構と遺構出土遺物

竪穴住居跡

KH-1

位置D-7, D-8, E-7, E-8 調査区北斜面裾部

形態長軸が北東 南西方向の楕円形。長径3.65m,短径3.2m。深さは南東側で，掘り込み面か

ら42cmある。壁は外に向って傾斜している。

床面はⅧ層中につくられている。中央部には土擴がある。 この上に貼り床があることから，

住居跡よりも古いものと考えられるが， 出土遺物力ざ皆無で，掘りこまれた時期を判断するこ

とはできなかった。

柱穴 9個確認された。壁の外側にほぼ0.6m～1．2mの間隔でめく、っている。このうちP5は内傾

している力罰， ほかは垂直である。 また北側のP｣～P9の間には柱穴が確認されていない。こ

の間に入口等の施設があった可能性も考えられる。

炉 石組炉と焼土（地床炉）が検出された。石組炉は中央部の東よりに位置している。炉石には

円礫と角礫が使用されている。西側は炉石力ざなく ， ． KH 1柱穴一覧表

1

の字状をなす。焼土（地床炉）は石組炉の西側にある。

厚さは約12cm・

遺物の出土状態遺物はおもに北東側から出土した。しかし，

床面．覆土ともに出土遺物は少ない。

時期床面及び覆土出土の土器から判断すると縄文時代中期

末葉の住居跡と考えられる。
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KH-1掲載土器一覧

色特挿図番号｜ 分類 層位

ｔ

床
挺

IIil部。内向に指による調整痕。地文はRL斜行縄文。

ロ縁部。外面に炭火物付着。地文はLR斜行縄文。

〃 。肥厚帯に半載竹管による刺突。地文は、 RL斜行縄文。

〃 ・内面に炭火物付着。地文は撚糸。

IIIil部。半載竹管による沈線がつく。外面に炭化物付着。地文はLR斜行縄文

口縁部。縄線文が2条つく。内面は研磨。地文はRL斜行縄文。

〃 ･胎土に小砂利が多い。外面に炭化物付着。無文。

〃 ･ 口線がやや肥厚する。地文はRL斜行縄文。

〃 ・頚部に沈線と刺突がつく。内面は研磨。地文はRL斜行縄文。

胴部。 9と同一個体。

〃 ･長円状の沈線がつく。地文はLR斜線文。

底部。張出し部が調整により無文。地文はLR斜行縄文。

〃 。やや上げ底。無文。
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５0 ｍｃｏ
１

兵
》
■

「
Ｊ
１

KH-1出土石器

KH-1掲載石器一覧

名
一
石
翻
す

鋸
－
１
２
３

称 ｜ 分類発掘区|層位｜ 大き さ (cm') |重さ(9) |石質|番号｜ 名 称 ｜ 分類 発掘区|層位｜ 大き さ ("|) |重さ(9) 石質
す り 石

北海道式石冠

台 石

錐

k石器

り 石
ｂ

６

１

１

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｉ

Ⅷ

Ｖ

3．5X1.5×0.7

14.8×3．lx1．3

(10.2)×8.2x3.7
ｊ

ｊ

５

０

０

２
仙
硫

Sh，

〃

ﾍ､。

(14.7)X8，lx2，5

(11.7)×8.0×5.3

36.4X29.2X9．6

１

１

９

５

０

ｋ

６

０

５

７

８

１

ｉ

ｉ

ｉｌ

４

５

６

VAl l

VA5

ⅦA

Diol

And

〃

二 ~Ⅵ

床面

19



IⅡ遺構と遺構出土遺物

'。↑垂
祠、

ロ－

一一一

19．65

191 1

１０
８

、
’

一

咽

ぶ
e~

9．88

、
20．02

､<、 '一州

1
9－07

臥
p l ~~、

19．46
一一

０
－

j~~~
I

1

1
1

1－~
I

２

ソ。
、
い
○
‐
’
○

一一

ｑ
一

1947

20‘02
／

d dl9.”

一途＝，言一 ､ぐ
~、

蛙ｐ
ｍ
Ｏ
．
｜
○

1

1 |“
少量の炭化物を含む）

ム粒を含む）

暗褐色士（締ま')が強く ，少還の炭化物を含む）

淡黄禍色土（炭化物・ローム粒を含む）

明褐色土

順灰褐色|患 （締まりが強く ，炭化物・ローム粒・焼土粒を含む

１

２

３

４

~

□

ノ

ロ20， 10~
一
一
一
一

／

２0 ~叩’

図III-7 KH-2a

KH-2a

位置D-6,D 7 調査区北斜面裾部調査区外へ続いている。北側は耕作によって削平され，

失なわれている。

形態平面形は不明。床面はほぼ平坦であるが， 中央部がわずかに低い。壁は斜めに立ちあがって

いる。

柱穴南側の壁ぎわに，柱穴状のピットが2個確認された。

炉 石組炉と焼土（地床炉）が検出された。前者には，すべて角礫が使われている。間隔力罫かな

りあいているが，抜き取り痕は確認できなかった。石組炉・地床炉ともに焼土の厚さは約8

Cnlである。高さの差から石組炉が古いものと考えられる。

遺物の出土状態全体的にみると，床面・覆土ともに南側から多く出土した。

時期覆土から出土した土器は縄文時代後期初頭(II群）のものが， その大半を占めている。本住

居跡も， この時期に構築されたものと考えられる。
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図IⅡ－8 KH-2a出十七器

KH-2a掲載土器一覧

挿図番号分類 ｜ 層位 色特

u緑部。 口唇に深い沈線がつく。

〃 ・地文はLR斜行縄文。

〃 ・外面に炭化物付着。地文はLR斜行縄文。

川部。 4mm程の太い沈線か施される。地文RL斜行縄文。

口織部。 口唇調整。地文はLR斜行縄文。

〃 ・内面に横位の調整痕。地文はR撚糸。

〃 ・ 口唇内面研磨。補修孔1コ。地文はRL斜行縄文

ノノ 。色調、黄褐色。無文。

胴部。縄文の一部が磨消。地文はLR斜行縄文。

〃 ･地文の上に沈線。地文はRL斜･行縄文。

底部。内面に調整痕。

〃 。やや上げ底。無文。

〃 ・無文。
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図III-9 KH-2a出土石器
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1I1 遺構と遺構出土遺物

KH 2a掲載石器一覧

石質石質|番号

’
屑位 重さ(9)大 芸石質 分類 発掘区大き さ （cln） 名 釉番号｜ 名 淵 発掘区 層位 重さ(9)分類 （c、）

石

石

石

石

き

き

り

た

た

す

た

た

砥

０

雌

０

肌

池
畑
畑
認

Ｃ

ａ

１

１

１

且

Ａ

Ｃ

Ⅲ

Ⅲ

6.4×21.2×4.0

19.7X113×5.1

15．0X8．lx3．6

(7．0)×4．1×().6

〕まみ付きナイフ

スクレィパー

スクレィバー

石 斧

の

口

１

，

ｊ

Ｂ

Ｓ

Ｉ

２

２

Ａ

Ｂ

″

Ｖ

Ｖ

Ⅵ

VB2

〃

Ⅵ

３

ｊ

０

２

ｊ

０

．

~

４

５

－

，

Ｏ

３

３

ｌ

ｌ

ｌ

１

ｉ

~

(102)

（34）

（135~0）

３

Ⅳ

5．9×3．4Xll

(4.3)×4.3×1.6

(4.5)×3.0×0.9

12．2×4．8X1．4

（4.3)×4.3×1.6

（4.5)×3.0×0.9

12.2×4.8X1.4

１

２

３

４

Ｑ１

１

Ｊ

ａ

ｒ

ｊ

Ｉ

Ｓ

１０

（

ｂ

二~
｜｜

時ⅣA1 Gr-Mud. ’ 8

グー －

1

〆一ー一一

毒
9．75

、

、

と

、

~

~

~

~

、

~

~

《
熱
き

1
○

○

吋

ロ

1

0

９ 91

、ふ
、

9．69

｡

…l
､／~／
／､､ｿ

｡
9 97

ワ

○
一 o 20，60~

含む

） 黄褐色士

Ｏ
‐

２
１
、

図III-10 KH-2b

KH-2b

位置E－7 調査区北斜面裾部KH-2aに隣接している。Ⅵ層調査中に断面観察に

認した。調査区外でKH-2aと重複している可能性力ざある。

形態大半が発掘区外にあるため不明である。北側の壁ぎわに浅い堀り込みがある。

床面北側に向って緩く傾斜している。

よって確
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ローム粒を含む）淡黄褐色土（締まりがあり，炭化物

陪灰禍色土（炭化物・焼土粒を含む）

黄褐色'三 （少吊｡の炭化物を含~む）

１

２

焼士

1 焼土

2 菰褐色二I 少'11二の炭化物・焼土粒を含主

届0 岨

一
一

図III-11 KH－3

KH-3

位置C-7, D 7 調査区北斜面裾部

形態長軸が北東一南西方向の卵形。長径4.1m,短形3.1m,深さは南側で，掘り込み面から58

crnある。壁は外へ傾斜している。床面はVI層･V11層中につくられており，固く締まっている。

北側に向ってゆるやかに傾斜している。

柱穴床に2個，壁と壁ぎわに1個ずつ柱穴状ピットが確認された。断面をみると， いずれも先が

細い杭痕状である。

炉 焼土（地床炉）が中央部北寄りに検出された。焼土の厚さは約8cm～20cmである。

遺物の出土状態住居内中央南寄り床直~上に台石力ざ1点出土した。床面では， このほか数点，散在

していたのみであるが，覆土からは多数の遺物力ざ出土した。 とくに南東側に多い。

時期出土した土器からみて，縄文時代中期末葉～後期初頭の住居跡と考えられる。
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KH 3掲載土器一覧

挿図番号 分類 層位
ｆ
ｌ
－~

１ 色

u(5．4)×底3.3×高(6.3)無文。

口(20.1)×高(11.1)口緑､横位のケズリによって無文,||f・口唇．内面研膳。外面カーボン付着。地文

はLR斜行縄文。

口緑部。胎土に3m～5nlmの小石を含む。地文L無節。

〃 ･内外面、炭化物付着。地文はLR斜行縄文。

〃 ･地文はLR斜行縄文。

ljlil部。胎土に10n'n'程の小石を含む。地文なRL斜行縄文。

口縁部。内面に指による調整痕。地文はLR斜行縄文。

〃 ・内面、良好に調整。外面炭化物付着。地文はRL斜行縄文。

〃 ・沈線の間に半裁竹管による刺突がつく。

〃 ･地縄の上に縄縁文か施される。地文はLR斜行縄文。袖修孔l対・

底部。地文はRL斜行縄文。

〃 ･地文はRL斜行縄文。

’ノ 。中央部が高くなる。地文はLR斜行縄文。

〃 ･外面に縦位の調整痕。無文。

〃 ･網代痕。地文はRL斜行縄文。

〃 ･器向が擦れて剥離。網代痕。
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Ⅲ遺構と遺構出土遺物

KH-3掲載石器一覧

(cm) |重さ(9) |石番-号

1

7

3

4

5~b7j
名 称 分類 発掘区層位大 き

錐 IA6 －3 2．7＞

錐 IIA － 2．3X

錐 IIB 2 3．8＞

またはナイフ 1B2 D 7 5．4＞

" IB4 － 2 10~6;

クレイパー IHC －Ⅳ 5．5＞

ケ1グズ，f－ ITI行旬 ワ 川甜

６２４３

ＣＣＢＢＢＡＡ
ⅢⅢ１１ⅡⅡＩ

2．7×

~

肝一一一

質番号

8

9

10

11

12

13

14

名 称 分類 発掘区層位大き さ （c､） 重さ(9) 石質

り 石VA1a－3 13．4×7．2×3．1 500．8 And，

り 石VAl b － 13．6X7．6X3．7 608．0 Gior，

雀ⅣA 1 ワ ／RmYル ハYnQ イ1 1Rm(､F-M,,』

石石斧

ａ１Ｄ

１１１１ｌｑ

13．4×7．2×3.1

13.6X7．6X3．7

(8

And，

Gior、

Gr-Mud

８００

石 錐

石 錐

石 錐

石棺またはナイフ
主

」

き

』

芸

培

り

り

た

た

た

す

す

石

た

た

た

｛

l2xO､3

2.3X(1.0)X0.6

3．8×2．6×1．2

5．4x2．8xl~0

1() ~6X6．8X2．5

5．5×2~7Xll

7~4><6~6×2．0

ｈ

Ｉ

ｌ

Ｓ

Ｊ

１

０

４

０

０

０

０

Ｏ

ｊ

ｌ

１

２

４

略

４

８

１

１

８

１

１

１

石

石

石

石

？
】

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

〃

Ｖ

Ｖ

Ⅳ

Ｖ

.6)×4.()XO~9

7．lx11.6X3．0

16．6×6．3×3,1

17.0×6~0×4.7

51,0×50.0×12.2

And．０

０

２

館

０

８

６

０

１

３

９

０

０

１

５

０

３

２

５

６

１

４

７

８

２

１

~ ~宋面スクレイパー

スクレイパー

Sa，

4，．ⅦA

’
○
ぬ
。
①
一
口、 、

淵
塑
（

ｌ
Ｌ
ｘ

.’
＝

／
。
’

O'9．50~
一
Ⅵ
｜
Ⅶ

暗褐色土（締まりが弱く ，少量の炭化物を含む）

暗黄褐色士（粘性があり，炭化物を含む）

黄褐色士（締まりが弱く ， 少量の炭化物を含む）

焼土（炭化物が多量に混入）

明黄褐色士（焼土粒を含む）

１

２

一一一－一
●

川

詮

具

』

三
〆

C~ c' ’9－50~

0 2m

11

図III-14KH-4

KH-4

位置C－6 調査区北斜面裾部東側の大半が失なわれている。南側・西側は，耕作によって削

平されている。

形態平面形は不明床面はⅥ1層中につくられている。南北方向に傾斜している。

柱穴住居内の北側と西側に2個確認された。

炉 削平されているため全体の約半分した確認できなかった。掘り込みをもつ炉で，焼土の厚さ

は約15cm･

の出土状態床面直上で擦石力ざ2個並んで出土した。 また，覆土からは土器の底部が一個体分

出土している。

床面直上及び覆土出土の土器から半ﾘ断して，縄文時代後期初頭の住居跡と考えられる。

遺物

時期
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KH-4掲載十器一覧

挿図番号｜ 分類 ｜ 屑位 特 巴

口(11)×底5.8×高(10.3）地文はLR斜行縄文。

口縁部。貼付帯上に地文がつく 。地文はLR斜行縄文。

〃 ･外面に炭化物付蒲。地文はLR斜行縄文。

〃 ・縄文、縄線文を施文後に器面調整。地文はRL斜行縄文。

〃 ・ 口唇、内面調整。地文はRL斜行縄文。
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KH-4掲載石器一覧
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図III－17KH-5a ・ 5b

KH-5a

位置E-7, E-8 調査区北斜面裾部KH-5bと重複している。

形態平面形は不明。深さは東側で約24cm･床面はⅥl層中につくられている。壁は外へ斜めに立ち

上がっているが，上部はH 5bに切られている。

柱穴壁ぎわに2個，床面に1個柱穴状のピットが確認された。
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炉 調査区外に位置している可能性力§ある。

遺物の出土状況床面，覆土ともに数点の遺物が出土したの
みである。

時期床面から出土した土器はI群b類に相当するものと判
断されることから，縄文時代中期中葉の住居跡と考え
られる。
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図IⅡ－18 KH-5a出土土器・石器
KH 5a掲載土器一覧

|挿図番号｜ 分類 ｜ 層位
｢而=18 ] | ] b l 覆土
KH 5a掲載石器一覧

｜
岸 特
|胴部｡内面研磨｡地文RLR斜行縄文｡

~~

ffi
三

~

類 発掘区層位 大き さ (cm)厘さ(9) 石質|番号 名 称 分顛 ｜発掘区噌位 大き さ (cm) 重さ(9)
La-, , (45)×Z4xq？ (81) Sh l 2 たたき石 VB」 －- 13.0×“×3.2 , 300.2

称 ｜ 分
ｲﾊ-| IIc 闇
KH-5b

位置E-7, E-8 調査区北斜面裾部西側は調査区外に続いている。KH-5aと重複して
いる。

形態長軸が東一西方向の楕円形と推定される。深さは南側で58cm｡この住居跡はH-5aの覆土
3層が堆積した時期に， これとほぼ同位置につくられたものと考えられる。床面はH 5a

覆土3層上面からV1I層中につくられている。壁は南側では，外へ傾斜しているが，北側では
ほぼ垂直に立ち上がっている。

柱穴東側に1個柱穴状のピットが確認された。

炉 北側壁より焼土（地床炉）が検出されている。厚さは約1lcm・

遺物の出土状況北西側に集中して出土した。
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図III-19 KH-KH-

2

5b出土土器・石器

KH 5b掲載石器一覧

|番号｜ 名 称
l 】 |スク元。

k き さ （c､）

5．5×3.5X1. 1

分類 ｜発掘区|屑位
IIE! , |-| 2 1 ’ 重さ(9) |石質||番号｜ 名 称 ｜ 分類 発掘区|層位

140 1 Sh 1 1 2 ｽｸﾚｲﾊｰ| IIIc3 1_| _
k き さ （c､）

5.4×5．0×2．0
皇型I型
5501 Sh.」

29



ⅡI 遺構と遺構出土遺物

KH-5b掲載土器

-画濡庸､恋近藤等藏二＝二一二二二二二1口縁部了晒五京~E燕万恵受テーー些
〃 ･胎土にパミスを含む。地文はLR斜行縄文。
胴部。地文はLR斜行縄文。

〃 ･内面研磨。地文RL斜行縄文。
－－－－－－－－－－－－－一一一一一一一一一一一一一一

1

一

１

ｂ

ａ

ｌ

Ⅱ

〃

｜

″

’
Ｉ
Ｉ
Ｌ

「 l~

~

KH-6

位置L-25, L-26,M-25,M-26, N-25,N-26調査区中央平坦部約3mの間隔をお
いてKH-8と並んでいる。

形態長軸が北東一南東方向の卵形。長径8．1m,短径5.3m。深さは南西側で，掘り込み面から96
CInある。発掘された14軒の住居跡の中でもっとも深い。壁は外へやや傾斜している。
床面は， ほぼ平坦である。

柱穴柱穴は17個検出された。多くは住居内の壁ぎわにある。このうち径，深さともに40cmをこ
えるものは主柱穴と考えられる。またP2がP7を切っていることや，柱穴数が多いことを考
えると建替えがおこなわれた可能性力罫ある。

炉跡中央部のやや先端寄りに，石組炉と地床炉による複式炉が検出された。石組炉はほぼ円形で，
14個の石（角礫13･円礫1) 力舗使用されている。焼土の厚さは約5cmである。地床炉は約
18cmの掘り込みをもつもので，焼土は約11cmの厚さがある。

遺物の出土状態床直上から台石，石皿が計5点出土した。いづれも中央部からやや壁よりに位置
している。このうち南東側で出土した台石は柱穴P2を一部覆っていたことから，両者には時
間差力罰あるものと考えられる。覆土中からは多量の遺物が出土した。遺物の出土状態は平面
及び断面の観察によると， 2つのパターンに分けられる。 1つは炭化物，焼土とともに土器
が一括廃棄された状態。 もう一つは住居跡の凹みに自然に流れ込んだ状態である。廃棄によ
るものとして， とらえられるのは， 2層のⅡ群の土器で， 4個体力罫一括出土した。 自然に流
れ込んだものは， 7層のII群の土器で， これはKP-28覆土及び遺構外1V層の土器と接合し
て，復原された。層位別にみると床面，床直上からI群C類の土器，覆土及び周辺の発掘区
では, II群a類の土器ｶｺ多く出土している。図IⅡ－20は一括土器を中心に遺物の出土状態を
示したものである。

時期床面、床直上の土器がI群C類に相当するものであることから，縄文時代中期末葉につくら
れた住居跡と考えられる。
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Ⅲ遺構と遺構出土遺物
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Ⅲ遺構と遺構出土遺物
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Ⅲ遺構と遺構出土遺物

KH-7

位置K-29, L 29調査区中央平坦部KH 9a及びKH 10と重複している。

形態長軸が東一西方向の不整楕円形。長径5m,短径推定4.5m,深さは約0.2mである。北か

ら北西にかけてはKH-9aの南端部を切って構築されている。南東部は土層断面では不明

瞭で判別できなかったが，遺物の出土状態などからみて,KH-10に切られているものと考

えられる。壁の立ち上りは傾斜しており，床との境は明瞭ではない。床面は全体的にみると

ほぼ平坦だが， 凹凸がみられる。

柱穴径15cm～20cm,深さIOcm～20cmのピットが12個検出された。中央部を除く壁寄りに分

布しており，柱穴と考えられる。

炉跡焼土（地床炉）が床面中央北寄りに2カ所ある。焼土の厚さは， 6～8cmである。

遺物の出土状態床面には， 多数の遺物が出土している。土器は数個体が器形を復原し得た。 しか

し多くは破片である。石器も14点のほかはすべて剥片である。覆土中にも多数の遺物が含ま

れていたが，耕作の影響が下位に達しており，小片が多い。覆土上部には，耕作による畝の

あとがみられる。

時期床面出土の土器は, I群b類のものが多いことから，縄文時代中期中葉に構築された住居跡

と考えられる。重複関係から判断して, KH 9aより新し< ,遺物の出土状態等からみて

KH 10より古いことがわかる。
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KH-7掲載土器一覧

挿図番号｜ 分類 ｜ 層位 特 色

4層 口32.7×高(13.6) 口唇に溝状の沈線。突起に渦巻き状の文様。地文RL斜行縄文。 KH 1()床、L

30V層の土器片と接介。

底9.7×i葛20.8地文LR斜行縄文。

口(6．7)×底4.3×高(7.8) lll,il下半部無文。地文RL縄文。

口縁部。 n唇にへう状工具による刻目。地文RL斜行縄文。

〃 ・ にI唇に縄文原体による刻目。外面炭化物付着。

〃 ・突起がやや内湾する。地文はRL斜行縄文。

〃 ･ 口答に斜位の刻目。頚部から下位にかけて浅い沈線。地文はLR斜行縄文。

口絨部。 LI唇に縄文原体による刻目。地文はRL斜行縄文。

〃 ・地文は結束鋪二極羽状縄文。

lll1il部。胎土に8mm程の小石を含む。地文はRLfl･行縄文。

口絲部。外面炭化物付着。地文はLR斜行繩文。

〃 ･竹管による円形刺突文。

〃 ･貼付楴上に円形刺突文。外面に炭化物付着。

〃 ･ 口縁部無文。地文RL斜行縄文。

〃 ･ に|絨部やや外反。無文。

底部。

〃 ･内Im厚く炭化物付着。地文RL縄文。
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1I1 遺構と遺構出土遺物
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ⅡI 遺構と遺構出土遺物

KH-8a

位置L-27,M-26･27, N-27調査区中央平坦部KH-8bと重複。

形態長軸が北東一南西方向の卵形。長径5.3m,短径4.7m。深さ約0.7m・壁は外へ向ってやや

傾斜している。

床面は, V11層中につくられており，非常に堅固である。

柱穴 5個検出された。北西側の壁寄りに3個↑南西の壁寄りに2個ある。径は20～40cm,深さが

30～50cmである。

炉 中央部の先端寄りに焼土（地床炉）が検出された。長径65cm,短径50cmの不整円形で，

焼土の厚さは約8cmである。

遺物の出土状態床，覆土ともに遺物は少ない。

時期出土遺物からみて，縄文時代中期末葉の住居跡と考えられる。

KH-8a柱穴一覧表
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KH-8a掲載土器一覧

’挿図番号
図 32 1
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Ⅱl 遺構と遺構出土遺物

KH-8b

位置M-26･27,N-27調査区中央平坦部KH-8aと重複。

形態長径5m,短径4.4mのほぼ円形。深さは北東側で掘り込み面から45cm・壁は外へやや傾

斜している。KH-8aの覆土内に、 これより規模を一回り小さくした形で造られている。

床面は壁，床ともにKH-8aの覆土中につくられているが，踏み固められたものと思われ，

堅固である。

柱穴南側を除く壁ぎわに6個の柱穴が確認された。径は16～23cm,深さは13～21cmである。

柱穴の間隔は約70～130cmである。

炉 石組炉と焼土（地床炉）が検出された。石組炉は， 中央部北東寄りにある。 9個（角礫4個，

円礫5個）の石をほぼ円形に並べたもので， このうちの1個は扁平打製石器が使用されたも

の。焼土(地床炉)は，石組炉から約60cm西側にある。焼土の厚さはいずれも8cm～10cm

である。

遺物の出土状態床面，覆土ともに中央部から南西側にかけて多く出土した。焼土（地床炉）の西

側から台石が1点出土している。

時期床面，覆土出土の土器から判断して縄文時代中期末葉前後の住居跡と考えられる。
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ⅡI 遺構と遺構出土遺物
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1I1 遺構と遺構出土遺物

KH-9a

位置K-26･27･28 ｡ 29, L-26･ 27･28･ 29調査区中央平坦部KH-9bと重複。

形態北東側の壁は崖崩れのため失なわれている。 また北側の壁の一部はKP-30によって切ら

れ，南西の壁の一部はKH-7によって切られている。長軸が北西一南東方向の隅丸長方形

である。長径13.9m,推定短径6.2m・発掘された14軒の中で最大の住居跡である。

床面はほぼ平坦。水平である。

柱穴 14個検出された。径･深さによって次の3種類に分けられる。径32～63cm,深さ54～98cm

のP]～P6,径29～38cm,深さ23～55cmのP7～P,0,径19～29cm,深さ15～40cmの

P,,～P,4｡このうちP,～P4は,規則的な配置を示しており規模も大きいことから主柱穴と

考えられる。またP2の断面に柱と考えられるものの痕跡が確認された。これによると掘り方

の径は約55cmあるのに対し，柱の径は約18cmほどである。

炉 焼土(地床炉）が8箇所検出された。ほぼ等間隔で長軸上に並んでいる。 このうちF6が最大

で長径67cm,短径55cm,焼土の厚さは12cmである。高さがそろっていること，規則的に

配列されていることからみて， 同時期に併用された炉と考えられる。

遺物の出土状態床直上から約20個体の土器が一括出土した。また獣骨の細片が北側の覆土中から

検出された。 これは，炭化物・焼土粒とともに出土していることから， 人為的な廃棄による

ものとしてとらえられる。図IⅡ－38－3の土器は礫と約200点のフレイク・チップ･に狭まれ

た状態で出土した。覆土断面では確認できなかったｶｺ，遺物の出土状態からみてここに墓擴

があった可能性もある。図－38 4の土器は深さ約20cmの浅いくぼみから出土した。この

くぼみは人為的なものではなく ，攪乱等によるものと判断された。全体的にみると中央部か

ら北西側に遺物が集中していた。図III-41は遺物の出土状態を示したものである。

時期床直上の土器はI群b類に相当するものであることから， この住居は縄文時代中期中葉に構

築されたものと考えられる。重複関係からみてKP-29より新し< , KH-7･KP-30JE

り古い。

KH-9a柱穴一覧表 (cm)
~

備 二fェ,1m 〆弓．NQ 長径×短径 深さ備考No. 長径×短径 深さ
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2　時灰褐色土(粘性がある)

3　黄褐色土(炭化物･焼土粒を含む)

4　晴黄褐色土(多量の炭化物･焼土粒を含む)

5　黄褐色土(締まりが強い)

5'黄褐色土(少量の炭化物を含む)

6　黄褐色土(締まりが強く,少量の炭化物･焼土粒を含む)

K H-9a

Pし　　　　　　　　　　　　　　　　　　P2

1暗褐色土(炭化物･焼土粒を含む) 1淡黄褐色土(VIi層･小礫が混入)

2　黄褐色土　　　　　　　　　　2　昭禍色土(締まりがか,｡柱痕)

3　茶補色土(砂質)　　　　　　　3　黄褐色土

4　茶褐色土(砂質)

I ′ 

図II1-40　KH-9a
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1I1 遺構と遺構出土遺物

図III-42KH-9a出土土器
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図III-43 KH-9a出十七器
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Ⅲ遺構と遺構出土遺物
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Ⅲ遺構と遺構出土遺物
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’

図III-47KH-9a出土土器

KH 9a掲載土器一覧

特挿図番号｜ 分類
III-38 1 1 1 b

層位 特 色
41隙 口(20.8)×高(20)外面上部炭化物付着。地文LR斜行縄文。
〃 口18×底8.9×高27.3口唇縄文原体による刻目。突起の中央部凹む。地文RL斜行縄文。
〃 口19.7×底8×23.6口唇縄文原体による刻目。突起に2種頬の貼付文。地文RL斜行縄文。
底9.4×高(19.8）地文RL縄文。

〃

底7.2×高(13.7)胎土に小石を含む。
ノノ

ロ22.3×底8.3×高30.3山形突起と唄部が2分する突起をもつ。地文LR斜行縄文。
〃

〃 底部。

3 1凶 口22.7×底(8．7)×高(3().3) 口唇へラ状工具による刻目。地文LR斜行縄文。
口12．4×底5.6×高14口唇へラ状工具による刻目。内外面炭化物付着。地文RL斜行縄文。

〃

〃 口7．4×底3.8×高7.6無文。

4肘 口16×底(17.2)×高(17.2) 4ケ所突起の剥離痕。地文RL斜行繩文。
〃 口22×底7.8×高32 4コの突起をもつ。喚部が丸いものl･肌部力博とかるもの3．突起の下には垂
下して曲る沈線。地文複節とより糸の繩文。

4層 口11.5×底5.8×高9.4地文RL縄文。

3屑 口19.9×底(7.5)×高(24.5) 3ヶ所突起の剥離痕。 口唇斜位の刻'二1． 口縁厚〈炭化物付着。地文R
L斜行縄文。

4 1W 口17.1×底225×高22.5地文RL斜行縄文。

〃 口24.7×高(19） 口唇へラ状工具による刻目。地文RL斜行縄文。
6 1竹 口縁部。 口唇縄文原体による刻目。地文RL斜行縄文。
3牌 底部。上げ底。地文RL縄文。
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Ⅲ遺構と遺構出土遺物

巴判挿図番号分類 ｜ 層位

底部。胎土多量の小石含む。地文RL斜行繩文。

〃 ･内面炭化物付着。

EI (10. 1)×底5×高(10.7)上部に円孤文。器面磨れて剥離。

u24.7×高(24) u唇縄文原体による刻目。上部に円孤文。地文LRL複節縄文。

I=120.2×高(16.5) 口唇に斜位の刻目。地文RL縄文。

口16．7×底6.8×高22.5地文RL斜行縄文。

口16.4×底8.3×高19.5地文RL斜行縄文。

口13×底6.2×高13.9 4コの底い突起。 口唇に沈線。地文LR縄文。

口15.7×高(16.7） 口唇調整により無文。地文RLR複節縄文。

口15．5×底7.4×高23.7 1=1唇へラ状工具による刻目。突起直下2本の横走沈線。地文RL斜行縄文

口20.5×高(18.5) 口唇縄文原体による刻目。地文RL斜行縄文。

口28×高(30)突起に円形の貼付文。 口唇へラ状工具による刻目。地文LRL複節縄文。

に'18×底5.4×高14口唇縄文原体による刻目。地文LR斜行縄文。

口17.3×高(13.6) 口唇縄文原体による刻目。内外面炭化物付着。地文RL斜行縄文。

口縁内湾。 口唇縄文原体による刻目。外面上部、内面下部に炭化物付着。地文R斜行縄文。

口22.3×底8.3×高27突起剥離。地文RL斜行縄文。

底部。地文RL縄文。

〃 。

1.織部。内外miに渦巻文。地文RL縄文。

〃 。細い貼付文かつく 。

〃 ・突起直下に渦巻文。地文RL斜行繩文。

〃 ･ 口唇へラ状工具による刻目。地文RL。

〃 ･ 口唇縄文原体による刻目。突起に粘土紐による柵巻文。地文RLR複節縄文。

llil部。地文魚骨lUl蛭文。
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ⅡI 遺構と遺構出土遺物

I

勘

⑪
＃
》
~
一
~
~
零

殿

鼬

Ⅱ

鐵

~

・識
字 頚：

｡鋤

ノ

倖‘

~古

’役

｡鳶静灘
、'噂 ”錨ウ

↓ lで
Ⅳ

〆一
、

~

一

号
44

43 10cm
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KH-9a掲載石器一覧

重さ(9) 石質||番号 舌受(ロ
ーｰ、｡層位 百質篭掘区 大き さ （c､）番号 発掘区 層位 大き さ （c、名 称 分類 名 称 分頌

55×2.lx0.7 7~7 Sh.

（8.0)×2~7×1.2 （24~0） 〃

7．8×3．5×1.8 43.7 "

5．9×3.1×1．3 24．1 Che、

6．7×2~8x0.7 10.8 Sh,

3.9x2.5Xl~0 9．0 "

6．9×4.2×2.1 62．1 "

（7~6)×4.6X1.8 (960) G1･-Mud

15.4×7.2×3.1 450.2 Sa,

16.5×10.6×3.3 801.O Dior,

16．0×8．7Xl6 350.2 And、

16.2×7.7×2．6 702.0 "

17．6×8~3×2.2 700~3 "

12，9X9.1X8.5 1.25kg "

22.4×8．4×5．9 1 .81kg "

16．2×5．7x3．7 455.2 Sa、

14．3×8．5×2．6 751.0 And､

5．3×5．1×3~9 165.2 〃

6~7×2,4×1.7 35．5 Ser､

25．7X8．4X6．0 1.35kgGr-Mud

57．2×36.4×11.4 27.9kg And.

(26.8)×26.0×13．4 (10.8kg) "（26.8)×26.0×13．4

4 55×2．lx0.7

（8.0)×2~7×1.2

6 7．8×3．5×1.8

2～3 5．9×3．1×1．3

" 6．7×2~8x0.7

2 3．9x2.5Xl~0

4 6．9×4.2×2.1

3 （7~6)×4.6X1.8

4 15．4×7．2×3．1

2 16，5×10.6×3．3

3 16．0×8．7×16

16．2×7.7×2．6

17．6×8~3×2.2

3 12，9X9．lx8‘5

22．4×8．4×5．9

16．2×5．7X3．7

14．3×8．5×2．6

4 5．3×5．1×3~9

2 6~7×2．4×1．7
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KH-9b

位置K-27･28, L-27･28調査区中央平坦部KH-9aと重複。

経過H 9aの調査中，断面観察によって確認された。このため壁,床が確認できたのはセクショ

ン部分と，焼土(地床炉)が確認された部分のみである。図III-52は平面形の推定図である。

床面は，断面観察によると， 中央部がやや低いものとみられる。

柱穴断面観察によって柱穴状のピットが4個検出された。

炉 焼土（地床炉）が2カ所検出された。 このうちF1は焼土の厚さが約I0cmある。

遺物の出土状態多くの遺物が出土したが，床面と覆土のものを判別することはできなかった。

時期出土した遺物から判断すると縄文時代中期末葉あるいは後期初頭の住居跡と考えられる。
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Ⅲ遺構と遺構出土遺物
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KH 9b掲載土器一覧

|挿図番号｜ 分顛 ｜ 層位
色特 ~

口20.3×底(13．1)×高(28) 口唇・内面調整。 口縁無文。地文LR斜行縄文

口10×底5×高13.6口縁無文。内外面炭化物付着。地文RL斜行縄文。

口9×底5.7×10.4 2コの貫通孔。 口縁無文。地文RL斜行縄文。

口縁部。突起口縁貼付文｡地文RL斜行縄文｡

〃 ・山形突起の直下に張り出しをもつ。土文LR斜行縄文。

〃 ・ 口唇に斜位の刻目。地文L無節の縄文。

〃 ・ 口縁に炭化物付着。地文RL斜行縄文。

〃 ･肥厚帯・頸部無文。内面研磨。地文RL縄文。

〃 ・肥厚帯断面凹む。地文RL斜行縄文。

〃 ･ 口唇に刻目。突起直下に3列の円形刺突文。

〃 。 2列の知刻文。

〃 。 2条の縄線文。無文。

〃 ・頚部、貼付文無文。地文RL斜･行縄文。

〃 ･突起に貼付文。無文。

底部。

〃 、地文LR縄文。
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Ⅲ遺構と遺構出土遺物
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KH-10

位置L 29, L-30調査区中央平坦部KH 7と重複。

形態南東側では半円形をなし，北西側は方形に近いプランである。径約5m･南西側はM30の

遺物包含層(1V層･V層） と同様の覆土力舗堆積しており，壁を確認することができなかった。

壁の立ち上りは，南東側は比較的整っているが， このほかでは凹凸が多い。北西隅の壁はK

H－7の覆土掘り下げの後に, V11層上でわずかの立ち上りカミ確認されたものである。

床面は， ほぼ平坦。東側と中央西寄りにピットカゴ検出された。いずれも床面を精査中に確認

されたもので，本住居跡の覆土を切って掘られたものではない。従って， これらのピットは，

本住居跡内の施設あるいは， これよりも古く ，上部を本住居跡構築時に削られたもののいず

れかと考えられる。 しかし， これを決定する資料を得ることはできなかった。

柱穴柱穴状のピットが南半部に3個検出された。

炉跡中央北よりに焼土（地床炉）がある。厚さ約8cmで内部に炭化物をわずかに含んでいた。

遺物の出土状態床面及び覆土最下層からは, I群b類の土器が出土｡覆土中からも多数の土器片，

剥片が出土した。

時期床面出土の土器が’群b類に相当することから，縄文時代中期中葉に構築された住居跡と考

えられる。
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IⅡ遺構と遺構出土遺物
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KH-10掲載土器一覧

’ 挿図番号 分類

IⅡ 56－1 1 c

2 11

3 1 b

4 〃

5 〃

6 1 c

Ⅲ 57 7 1 b

8 11

9 1 C

IO 〃

11 〃

12 〃

13 〃

14 11

15 〃

16 〃

17 〃

18 〃

19 〃

20 ノノ

21 1 b

22 〃

23 〃

24 11

挿図番号

L

層位 特
~

色

‐
堕土 口13.9×底6.8×高2() .9口唇円形刺突文。 u緑内面縄文。地文LR縄文。

口17×高(27) 口縁部外反。繩線文の間磨消。M30Ⅳ層の土器片と接合。地文LR縄文。
口縁部。突起のⅨ部が3分する。

〃 ･小突起をもつ。内1m機位の調整狼。地文RL縄文。

〃 ・ 口唇・内面研磨。地文LRL複節縄文。

〃 ･縄縄文・刺突文をもつ。

口21×底8.6×高29 4コの突起。 LI唇・突起に半城竹管による刺突文。頚部に2条の沈線。 j
RL複節縄文。

L116．3×高21.6口縁部無文。地文LR斜ｲ丁縄文。

llil部。貼付帯の上部無文。地文LR斜･行縄文。

口縁部。 3条の繩線文。 口唇研磨。地文LR斜行縄文。
" ･ 口唇直下に繩線文。

〃 ・貼付帯上に半城竹管による刺突文。

〃 ･袖修孔が1コ。地文はL無節縄文。

〃 ・縄線文間無文。 口唇・内面研磨。地文RL斜行縄文。
〃 ・ 口唇直下縄線文。沈線枇走・蛇行。

〃 。 ’］唇・内面研磨。地文RL縄文。

〃 ・内面研磨。地文はRL縄文。

〃 ・貼付帯、頚部無文。地文RL縄文。

〃 ･外反。胎土砂粒多い。無文。

〃 ・凹唇断面I几I角。内外、研磨。無文。

底部。

〃 。やや張り ,'llす。地文LR縄文。

〃 。張り出す。やや｣一.げ底。

〃 ・地文LR縄文
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Ⅲ遺構と遺構出土遺物

KH-10掲載石器一覧

重さ(9) |石質胃 両) ｜重さ(9) 石質|番号｜ 名 称 分顛 発掘区 層位
＝

大き さ （c､）

7．3X2.7X1 ．1

3．8×1 ．3×0.8

16~0×11 ．0×2．3

14．3×8.4×2．1

9~4×9．1×6．8

15．0×10.5x5.4

番号 名 称 分類 発掘区層位 大 き

l 石 錐 IA5 B 4 3.1〉3．1×鍼 B石

ＤＦ

Sh０

４

０

０

０

ｊ

蛇

＆

剛

知

郷

剛

ｂ

ｈ

ｌ

ｌ

２

Ｃ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ⅲ

Ⅱ

Ｖ

Ｖ

スクレィパー

石 錐

す ’） 石

たたき石

１

１

２

９

５

５

５

０

３

０

１

２

脚

跡

1．9xO~8

(2.4)×1.4×0~3

3．2><l~3x0.5

3.2×2．0x0．6

4．3x3．0Xl ~3

(5.3)X2~9×1．4~
４

６

｜

Ⅳ

｜

戸
０

Ａ

“

Ａ

八

″

Ｉ

Ｉ

。’

" ８

９

皿

Ⅱ

吃

ｌ

し

Ａ
Ｂ
ｌ

Ｐ
吐

血

~~~，

Ａ’
３

４

~

く

く

〃

スクレイパー

〃

ｊ

ａ

Ｊ

八

０
、角

４

６ｂ

４

ｌ

Ｃ

Ｃ

Ⅲ

Ⅲ ’’ Ⅶ砥 石6

KH-11

位置K-31 ･ 32, L-31 ･32調査区南斜面。

北西部斜面上位形態ほぼ円形，西側に床より一段高い張り出し部がある。径約4.2m。深さは，北西部斜面上位

で約1m,下位では約0.2m・

床面は，南西側が中央より10cmほど高< ,弧状の段になっている。急斜面につくられてい

ることから，北西半部では礫層(VⅢ層）に達している。

柱穴壁の内側に8個の柱穴がめぐっている。径約10cm～25cm･深さは5cm～20cm。このうち

西側の4個は中央部より一段高い部分にある。

炉跡中央南東寄りに焼土（地床炉）がある。焼土の厚さは約6cm｡

遺物の出土状態床面の中央部から北西壁付近にかけて，多数の土器片が出土した。このうち10個

体の器形が復原された。おもにI群b類に相当するものである。 また，炉跡の南東壁ぎわに

こぶし大の扁平な礫が6個並んだ状態で出土した｡覆土中にも多数の遺物が含まれていたが，

これらは斜面上部から流れこんだものと考えられる。

時期床上出土の土器から判断すると，縄文時代中期前葉から中葉に構築された住居跡と考えられ

る。
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Ⅲ遺構と遺構出土遺物
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IⅡ遺構と遺構出土遺物
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’
KH-11掲載土器一覧

挿図番号｜ 分顛 層位 塒 巴

口22.3×高(18.5）唄部か二分する突起。 口唇縄文原体による刻目。地文RL斜行縄文

LIl2×高(12.4) 口唇縄文原体による刻目。地文RL斜行縄文。

nl2.6×底6.7×尚21.9突起下部、 llli1部に張瘤。 口唇棒状工具による刺突文。

地文LR斜･行縄文。

口17．4×高(17)突起に捌通孔。 口唇に地文。地文RL斜行縄文。

口19.5×底8.4×高26.7口唇縄文原体による刻目｡地文LR斜行縄文。

口17.3×底6.7×高20.5突起IIJI下に垂下する沈線。地文結束第2種斜行縄文。

口19×高(11.5) 口唇深い沈線。突起渦巻文。M3() ･32･33の土器片と接合。

口22.6×高(18.6) 口縁部無文。

底部。胎土小石含む。

〃 ・地文LR縄文。

口緑部。 口唇縄文原体による刻目。地文LR斜行縄文。

〃 ･突起に円状の沈線。地文RL斜行縄文。

〃 。 l｣唇へラ状工具による刻目。地文LR斜行縄文。

〃 ･地文LR斜行縄文。

〃 。

〃 ･ 口唇縄文原体による刻目。地文RL縄文。

〃 ・ 口答斜位の刻目。

〃 。 ’｣唇縄文原体による刻目。外面炭化物付着。

〃 ･肥厚帯無文。補修孔1コ。

〃 ・ 口答調雛。 口緑に3条の繩線文と沈線。

〃 ・肥厚部直上に沈線。

〃 ･縄線文間に円形刺突文。 口縁無文。地文LR斜行縄文。

〃 o Ll唇・内面研磨。地文LR斜行縄文。

〃 。 3条の縄絲文。

〃 ･貼付帯無文。地文RL斜行縄文。

〃 。 2コの雌瘤。

底部．
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Ⅲ遺構と遺構出土遺物
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図III-63 KH-11出土石器・石製品

KH-11掲載石器一覧

番号 守士百
J』 ハ』、 層位 大 き さ （c､） 重さ(R） 日質

Sh．

名 刺番号 層位 重さ(91

2．2
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0．9
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1I1 遺構と遺構出土遺物

KH-12

位置M-32,M-33, N-33調査区南斜面。

形態長軸が南一北の楕円形。長径3.6m,短径3m,深さは北側で掘りこみ面から約1.6mであ

る。北半部にベンチ状の段力舗ある。壁は北側では急傾斜で立ち上っているが，南側の斜面下

位は不明瞭であった。床面は， ほぼ平担。中央と西寄りにピットがある。

柱穴段上の壁ぎわ，段上中央部，床面にそれぞれ1個ずつ柱穴状のビットカ訂検出された。

炉跡床面には炉跡が検出されなかったが，覆土中に炉跡状の焼土が確認された。

遺物床面からは，剥片が数点出土したのみであるが，覆土中からは， 多数の遺物が出土した。中

央部に検出された焼土上からは，一個体の深鉢が破片となって出土した。

時期床面の土器がI群C類であることから，縄文時代中期末葉に構築された住居跡とみられる。

覆土中の焼土は， この住居が廃棄された後に， くぼみの中で火力罰使用されたことによるもの

であろう。
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1I1 遺構と遺構出土遺物
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図III-67KH-12出土土器

KH-12掲載土器一覧

挿図番号｜ 分類 ｜ 層付 色梢

l
I c

j I

I」11．5×高(13.8) 口答内面調整．

口19.5×高(29.7) 口唇断面四角。肩部張出す~･ 口縁磨消。地文LR縄文。

口21.5×高(18) 1条の縄線文。内面描位・糾位の調整:膜。外由i炭化物ｲ､1-藩。地文RL斜行縄文。

M 32IVI轡土器片と接合。

口20.6×底11．3×高45.6広口の壺形土器。肩部に4コの把手。無文。

底部。地文LR縄文。

口8.7×筒(8.8）無文帯に繩線文・ ']]形刺突文。

底部。地文LR斜行縄文。

nl0×igi(6)内面調整。ゆるやかな波状口縁。無文。 L 33Ⅳ層の土器片と接合。

L|織部。 口縁無文。地文RL斜行縄文。

〃 ・突起うず巻文。 口唇深い沈線。地文RL斜行縄文。M-33VIg･N-33Ⅳ層の土器片と接
Z蕊
po

口縁部。 口替縄文原体による刻目。突起に3本の貼付文。地文RL斜行縄文。

口縁部。 口唇に縄文原体による刻目。地文LR斜行縄文。

〃 ･地文RL斜.行縄文。

〃 。､肩部やや張')出す。地文RL縄文。

〃 ・外面炭化物付蓋。

〃 ･ 口唇内面調整。地文LR斜行縄文。

〃 ・ 口唇内面調雛。 口縁無文。

〃 ･ 口唇断面四角。

ノ1 ． 口縁轆文帯面下縦位の浅い沈線。袖修孔1コ。
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KH-12掲載石器一覧

分類 発掘区 1吋位
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０
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Ⅲ遺構と遺構出土遺物
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d4240~ｄ
’ I 明褐色士(1V層）

2 灰褐色土(VIW)

3 灰褐色土（2吋より明る’

褐色粘質土（焼土粒を含る） 4 赤褐色士

暗褐色粘質士（ 〃 ） 5 赤褐色土（炭化物を含む）
（ 2よりわずか噺い）6 褐色土〃

図III-69 KH-13

2m0

｜

KH-13

位置M29,M-30調査区中央平担部。

形態長軸北西一南東方向の楕円形のう．ランと考えられるが，南東部はク．リッドM31の遺物包含

層(1V層･V層） と類似しており，壁は南東側では立ち上がりがみられなくなる。規模から

みて住居跡としたが，不明な点力罰多い。床面は起伏が多い。西壁ぎわと，東側にピットが1

個ずつある。

柱穴柱穴状のピッ|､が5個検出されたが，規則的な配列を示していない。

炉跡検出されなかった。

遺物の出土状態覆土から床面にかけて多数の遺物が出土した。おもにグリッドM-30に多い。

時期覆土下層及び床面出土の土器がI群b類に相当することから，縄文時代中期中葉の住居跡状

の遺構と考えられる。
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ⅡI 遺構と遺構出土遺物
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KH-13掲載土器一覧 ~

1

1

特 色F一一一 一一一一一
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1皿図番号｜ 分
｜

挿

一

~

~

口31×高(40.7) 口唇・内面研磨。地文LR斜行縄文。

口14.8×高(13.4) 口唇調整。補修ｲL1対。地文LR斜行縄文。

斑5.2×高(8．6)底部雌I )出す。無文。

藍7.5×高(8．6）色調灰褐色。胎土砂粒多い。

底8×高(15.3）地文LR純文。

底10.2×高(20.5）底部やや上げ底。無文。

口緑部。 口答に深い沈線。地文RL縄文。

〃 o L1唇縄文原体による刻目。

〃 。 〃 ・地文RL斜行縄文。

〃 。 L|唇調整。外面炭化物付蒲。

’ノ 。 u緑炭化物厚〈付着。地文RL繩文。

〃 ･ 口唇無文。地文LR斜･行縄文。

〃 ･突起・ L1唇に貼付文。地文は頚部が多条、胴部がRLの縄文。

〃 ・口唇に棒状工具による刻目がつく 。

〃 ・突起の下に円形の凹みか施され、 そのまわりに刺突文かめく"る

〃 ・貼付帯上に棒状工具による刺突がつく 。地文は磨消繩文。

〃 ･貼付帯上に半戦竹管による押引がつく。

〃 ” 2条の繩線文。外面に炭化物付着。
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分類 屑位挿図番 号 特 色
I

’ ’
内面が擦れて剥落。地文RL斜行細文。

張出し部無文。地文LR縄文。

上げ底。張り出す。

胎土に小石を含む、
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０
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図III-72 KH-13出土石器・石製品

KH-13掲載石器一覧

悴
番号

1

~
｜ 名 称 分類 発掘区

Ｌ
ｆ
Ｌ

－
、
ｌ
』

Ｊ
イ
↓

府 犬 さ （cⅢ） 更さ(9) 石質 番号 名 称 分類

~
’

発掘区 層位 大き さ （c､） 重さ(9) 石質

’
f 1 雄 IA5 3~9×］b l×0．5 9.6 Sh レィパー8 IIIC4 ， ⅢC4 3.5×2．6×0.9 6.4 h，

写
－L
4

｝

4

〃

B V 3.4×1
"

4×0，6 1 9 す り 石 VAl 15．2×8.lXl~7b 50（ 4，．
~

IA6 7Xl 7×0.8 り7
=｡I す り 石10 VA1 b 16.2×9.2×2. ］6 630

’〃

3~3×1.5×0．

3．8)×2，4×03.8)×2．4×0

北海道式石冠11 VA4 7~4×11 ．4x6．3
~

知
一
畑

5 (3．5 1 たたき石 Bl M－3 14．1×5.7×3~1 、

レイ IIICI a6 l〕 I 6.5×4 X1．4 50
~

石 棒13 6 85)k22．7)×8．8×6．5 (1
~

4，．

’篦状石 器 [IIB］ 6 7．2×3 6Xl~0 ４
~
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房
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暗黄褐色土（Ⅷ胴の′l､う．口､ソクを含む）

明黄褐色土(V層の小プロ･ソクを含む）

暗褐色土

暗褐色土（3より黒い）

略黄褐色土

黄褐色土

明黄褐色二七

暗赤褐色上（焼土・炭化物を含む）

ｌ

２

３

４

５

６

７

Ｒ

3

62

《
澤:焼土

d“、○
’

」

２
－

０
１

、

Ⅶ

図III－73KH-14

KH-14

位置N-33, 34, 0-33, 34調査区南斜面。

形態長軸が北東一南西方向の楕円形。長径2.3m,短径1.3m,斜面上位では掘りこみ面からの

深さが約60cmある。 14軒のうち最も小規模である。形態からみて住居跡に分類した。床面

はほぼ平担，水平である。

柱穴北東壁ぎわにピットが1個あるが，柱穴か否かは不明。

炉跡中央北よりに焼土（地床炉）がある。厚さは約2cm・炭化物が含まれていた。

遺物の出土状態北西壁に寄りかかった状態で，完形の深鉢がl個体出土した。 また東側の壁から

約1Ocmほど離れて，石棺が1点出土した。出土層位がKH-14の掘りこみ面と一致するこ

と，周辺ではこの層に遺物が少なく ， また他の遺構とも近接していないことから推定すると，

この石槍は， この住居跡の遺物としてとらえられる。

時期出土した完形土器がI群C類に相当するものであることから，縄文時代中期末葉の住居跡と

推定される。
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図III-74KH-14出ii器

KH 14掲載土器一覧

挿図番号 層位ﾉ耐、 f【
ノノ ノ、』 特 色
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く。地文はLR斜･行繩文。

口織部。突起に縄文原休による刻tI ｡ I I拝へラ状工典による亥'順。地文結節斜･行繩文。

〃 。 ！｣唇に深い沈線。外侭i炭化物付箱。

〃 ・ 口唇へラ状工具による刻目。 2本単位の沈線。

〃 ･ l I 1 1形突起に3本の貼付文。地文RL斜行縄文。

〃 。 u唇縄文原体による刻| | ・地文RI_斜行繩文。

〃 ・ 口梓縄文原体による典l1目。地文結束第二押>M状繩文。

〃 ・貼付儲|縄線文。内血i訓幣。地文RL縄文。

〃 。 I附広の貼付'勝。 口唇・内Ini調挫。無文。

底部。張り出す。

恥Ⅱ1－74 1 床

－，
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ａ
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ざ

寺
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地
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一
年
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／
~
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0 5cm
と

（
Ｕ
Ｉ

5 10c、

図III-75KH-14出土石器

KH-14掲載石器一覧

鳫可

~
｜

を
[互一且｣名 称

~

恒－劃

閉
石質

And

〃

発掘区 iW位分類 太 き さ （c、） 重さ(9) 番号 名 称

4 たたき石4

発掘区 層位 大 き さ （c､）

11~8X7．4X5．6

分類 重さ(9

覆土 ｜
’

石棺またはナイ71 IB4 Sl5. 2×2~5×1 ．0 VB3 葱士7 q
ロ ． .』 701

' @ ｜ 〃
l 3 1たたき ’

IB3 lQ4X3､9X1 ．4 Obs440 VB2 13.7×6．3X3~4 140p：

VB3石 11. 0×7．4×5~5 AI1d VB2bbO :5 17．8X6．4X5． 1〃 850 〃
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2 土曠

§’

○

ﾉ

Q20.OC~
吋
心

一

【
ｕ
一

l 横禍色土（固く締まり， 炭化物を含む）

2 略黄褐色土（炭化物を含む）

3 明黄褐色土（炭化物・少1I1胃の焼土粒を含む）
9 67

」 。’

図III-76

｜ （ 、

1 ， l

KP-1

KP-1

位置C-7, D-7 調査区北斜面裾部KH-3と重複。

○壁の一部が住居跡KH-3に切られている。長軸が北東

一南西方向の楕円形。長径1.7m,短径1.4m･擴底は

中央が低く ，壁は傾斜･している。

○擴底からスクレイパー1点，覆土から土器片1点出土。

○重複関係からみてKH-3より古い土曠である。

KP-1 掲載土器一覧

~

=1
5cm

I D I

図Ⅲ－77 KP-1出土土器・石器

斗
卿

方

１

１

需

宏
７

同

ｌ

挿

Ⅱ

分知 ｜ 層位 ’ 特
｜ ［ '） 捜土 | '''m'部｡外岨i炭化物付藩｡地文RL縄文

当

KP-1掲載石器一覧

分類 発掘区層位大き さ ((m) 亜さ(9) 石質
[IICl l〕 床 6~4X3~OX06 150 Sh. |

祢

、↑
イレ

名

クス

ー

１

号

１

~
○
ｍ
・
一
寸
七 |〃

Ⅵ
｜’し

||卜’

b'41．30~ｂ
’

0．98

一

I

ｂ
一

一

け
一 ~~~

(締ま' )がない）色二’

2 黒褐色上

3 暗黄褐色土（将i性か強い）

深鉢1ﾉ1捜土

黄褐色土（31両より粘性が蝿

4 ．08

．｡’ 0 、
0．5

I

KP-2図III-78KP-2

KP-2

位置N 21, N 22調査区中央平担部。

○ トレンチ調査の際土層断面で確認された。このため北西半部は検出できなかったが，

北西一南東方向の楕円形と考えられる。径約lm,断面形は椀状である。

○覆土下層に口縁部を欠損した深鉢力罰l個体出土した。覆土下層は埋め戻した層とみ

○深鉢の出土状態覆土の状態からみて，墓曠として掘られた可能性がある。

た層とみ

○深鉢の出土状態，覆土の状態からみて，墓臘として掘られた口｣能‘|壬かめゐ

長軸が

られる。

○深鉢がI群b類に相当することから，縄文時代中期中葉の土曠と推定され つ、
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IⅡ遺構と遺構出土遺物

13;，
L ･ 冊小・ ､- 1

~~

１

１

１

I

1

1

0 5cm

図III-79KP-2出土土器

KP-2掲載土器一覧

司ff1
ヒノ雰号｜ 分類 ｜ 層位 ’ 特

底8. 1×高2() .7地文RL斜行縄文。

LI縁部、 口唇縄文原体による刻目。地文RL斜行縄文 旦| ¥ ｜津’
種ゴI b１

２
~

＞

41．38
○
①

寸

へロ

’|‐ 41 ．35

、

11 ．43

．’ 黒禍色土（少還のローム粒を含む）

11 1W〈褐色土

暗黄褐色士（粘性があり， ローム粒

・炭化物を含む）

~ 0

、ロ
や
一
．
の
○

~ 41 52

0 0．5 1m
－
~~~~~

図III-80KP-5

KP-5

位置N-22, N-23調査区中央平担部。

○トレンチ調査の際に土層断面で検出された。長軸が南一北方向の隅丸方形。 長径1.9m,短径

1.2m,深さは掘りこみ面から約0.5m。擴底は平坦，壁はやや傾余

○覆土3層上面に同一個体の土器が破片となって出土した。 このほかI

}している。

ご覆土3層からは，土器

片数点と石槍1点が出土したが， これらは遺物包含層中にこの土擴が掘りこまれていること

から，古い時期のものが混入したと考えられる。

○覆土3層は埋め戻した土とみられる。

○遺物の出土状態，覆土の状態からみて，墓擴の可能性がある。

○覆土2層上面の土器がI群C類に相当することから,縄文時代中期末葉の土擴と推定される。
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図ⅡI-81 KP-5出土土器

KP-5掲載土器一覧

挿図番号 I曹 位分蛾

I c

l h

糊 色

外面炭化物付着。胎土に小石含む。地文RL斜･行縄文
’Ⅲ－81 １

２

３

４

５

６

掴二l

〃

口12.5×底(6．5)×高16口縁･ lll'il部にf!"l1文

口縁部。地文LR縄文。

〃 。

〃 ･縄文原体による長円状の圧痕。

底部。振り出す。

〃

Ｃ

‐

ｂ

Ｃ

ｌ

１

１ 〃

KP-5掲載石器一覧

|欝号’爵号 | 分類 ’分類

’ ’
名 利 発掘区 W位 大 き

I~メョ

F1ノ IB2 (5．8)×
~

18．77
、

o l890~少〆
ｑ
’

~

8．76

ｂ
一 b 18．90

~

~、 一一

l 黄悶色｣二 （炭化物を倉･む）

2 1|音茶褐色士（締まりが強く ， 炭化物を含む）
、

シ〆

Ⅷ… 》､ L- q5 Im 2 暗茶褐色土(称まりか
図ⅡI-82 KP-8

KP-8

位置C－6 調査区北斜面裾部。

○径0.8mのほぼ円形。擴底はほぼ平坦，壁はわずかに傾斜している。

○上部に焼土KF-1の一部が重複している。

○擴底より角礫が4個出土した。

｜ ョ．〃首ロ

褐色上

暗褐色士（'1､ｲiを含む）

暗褐色土

無粥色土（炭化物と'1,ｲ,-を念も

〃l黒褐色士（炭化物j II ~を含む）

黒'1舟褐色土（'1,ィiを含む）

11断茶褐色土（ﾉl､ｲ丁を肯む）

○

○

卜

め

口

１

２

ｑ
ｑ
ｑ
剛

36．53

４

５

６

７

」
O~~

I

36．74

~
36 28

〃町

｡’
１
戸
〕
一

c／36，70~C

0

8 ，榊勘色土（粒状の焼土

9 暗赤禍色上 （焼土）

0 5cm
Ⅱ I ﾛ

0 0．5 1m
l I、

図IⅡ－83KP-9 図III-84KP-9出十七器
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111 遺構と遺構出土遺物

KP-9

位置L-34,M-34調査区南斜面。

○長軸が北東一南西方向の楕円形。長径0.8m,短径0.7m,深さは掘りこみ面から55cmて

ある。擴底は平坦。壁は下部ではほぼ垂直だが，上部は広っている。

○覆土は自然堆積によって埋没したものとみられるが，炭化物を多量に含んでいる。 これは，

位置関係からみて，焼土KF 10に関連する炭化物と考えられる。

KP-9掲載土器一覧

|挿図番号｜ 分類 ｜ 層位 ’ 特
l m 84-' | ' b l 4層 ｜ ｢.織部｡外反｡地文LR縄文

色

二

湿 罰
、〈 ．…，
、 ｰ言ロシヒ

、

~33．93。

33．92．

′

○

○

寸

両

ロ

／

／

、'零鐘．:- ' ,畠､蕊苧~ヅ

. I筐
b b34．00

剛;鶴":－､こ_／－
黒褐色土

啼褐色上

褐色士 －
0 0．5

図IⅡ－85KP-10

＞

ぷ蕊？ ‘ ， ， ‘ シc、
．F全

ノzf? :､
､宕配 ~

b 宇凸 b

ユー,夢浄へ .

勺

１

２

３

４

、

図III-86KP-10出土土器

KP-10

位置N-35, N 36調査区南斜面。

○長軸が東一西方向の楕円形。長径0.7m,短径0.5m,深さは約0.3mである。擴底のプラ

ンはほぼ円形，壁は西側ではほほ垂直，東側は大きく傾斜している。

○発掘された位置からみて，北側に検出された小ピット群に関連した遺構の可能性力訂ある。

KP 10掲載土器一覧

罰|挿図番号 分類 ｜ 層位 厨 巴

’
口縁部。肥厚帯に矢刈根状の刻目。地文結束第一柳羽状縄文。 N-36Ⅳ層の土器片と接合

底部。張')出す。’
1

種，１

２

６８Ⅲ T 『
上 【

Ｈ
Ⅱ
川
川
川
川
Ⅱ
川
川
川
川
Ｎ
ｖ
ｌ

Q'34．00~

o Y
口
一

V

黒禍色土

褐色土

明褐色士

褐色士（2より明るい）

暗褐色土

明褐色士（3より黒い）

黄色士（柔らかい）

黒色士（柔らかい）

褐色士（采らかい）

褐色土（2より明るいi

１

Ｊ

33泊

頂
劃

33，88

４

５

６

７

８

９

Ⅲ

T』=戸

-9--一

33－5833.褐
び
い
心
ｅ
○
○

~
V
、

5cm0

lm

l
Ｏ
」

0．5
２

KP-11出土土器図III-88図III-87KP-11
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KP-11

位置N-36調査区南斜面崖ぎわ。

○南東側が一部崖面にかかっており，崩落したものと考えられる。長軸が北東一南西方向の楕
円形。擴底は平坦，壁はわずかに傾斜している。

○覆土中から土器片が4点出土。覆土断面は自然堆積の状態を示している。

○検出された位置からみて, KP-10と同様，小ピッ|､群に関連するものの可能性がある。
KP-11掲載土器一覧

’’番 層位分類
Ｉ

特

地文LR斜行縄文。

|却而炭化物付着。

色

｜ ’
III－88－l

r）

1 1 ''1部

底部

‐

’’
~

o36．63

斑‘
36．34

叩
一
訓V

琴蕊~ ~ ~~~~~ ~ ~1

1l 略褐色士（きめか粗い）

2 褐色土

ｍＣ虹
〕
Ｉ

《
リ
ー

、36－48

5

~~ ~

図Ⅲ－89KP-12 図ⅡI-90 KP-12出土土器
KP-12

位置M-34調査区南斜面。

○長軸力罫北西一南西方向の楕円形。長径0.7m,短径0.5m,深さは掘りこみ面から約0.5m

塘底は東西方向に傾斜しており，壁はほぼ垂直である。

○覆土中から土器片と礫が1点ずつ出土。

KP-12掲載土器一覧

挿図番号 分類 層付 特

口織部。 口唇へラ状工具による刻目

色

’[Ⅱ 90－1 I b 掴士

§’ 38.20

的1
，

J0

〃I縦雰､

蕊
晃阻司, . ﾛ

､‘”
｡､一

Kq
，目星_●塊
f¥ﾅ． ，い,｡咄．！』

し;“；，識
1 ，ﾛ qfLnl

､予・イン
』3

鰯
ｑ
’

礫層

1

。’ 。’
11門褐色土（粘質）

|哨灰褐色土

禍色土（小打を含む）

１

１

ワ

〕

？

盤

図IⅡ－91 KP-14
KP-14

位置L 33調査区南斜面。
~､笂窪.乳

ゞ灘『臆測鯏訓# #"篭琴慰鐙蕊蕊二〆:*芦 zj.:､~; j",･" ･; ･蘆･守

ら約0.5m･東西の壁はほほ垂直だが， ： :": ~ 〈一

南北ではやや傾斜している。断面形は 図ⅡI-92KP-14出++器

椀状。砿底は基盤の緑色凝灰岩層まで掘りこまれている。
○覆土上部から土器片と礫が数点ずつ出土。
KP 14掲載土器一覧

ｍＣ
再
》
ｌ
ｐ

Ｊ
Ｉ 11

図番号 分好I 層 (1） 特

lllil部。細い粘土紐貼付。地文結束弗二繩羽状縄文。

〃 ･胎土に約5mIⅡの小打多い。地文結節斜行繩文。
底部。 2と同一個体｡

’色

１

２

２９Ⅲ I a

〃

撹土

’
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IⅡ遺構と遺構出土遺物

~
○
ト
・
一
寸

○

b41－60~
目
■

~

一

け~

隅色上（1V雁下部と同様）

暗褐色土（炭化物混入）

褐色土

明褐色土

暗褐色土

濡剥き.4

2:鶴
,鄙誕・

&~ ~瀞

I葱

１

２

』 ｡ 、 ｡ “ ｣” ：糾
今

図ⅡI-93KP-15

11の

KP-15

位置L-31調査区南斜面KH-11の

西側。

○長軸が東一西方向の楕円形。長径1．4

m・短径0.8m,深さは中央部で握り

こみ面から約0.4m･擴底には凹凸が

ある。壁は北側と東側の一部でオー

バーノ、ングしている。

○覆土上部から土器片・剥片のほか，半

円状打製石器1点と石鍼が1点出土。

覆土断面は自然堆積によって埋没した

状態を示している。

蕊″蕊一蕊蕊
議奉3
0 5cm
I ﾛ ﾛ 1 1

I
I

戸巧 →
~

I

霧~
~~

I

~
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0.2c
l l l

=＝

25cmI

図ⅡI-94KP-15出土土器・石器

KP-15掲載土器一覧

特

口織部。地文RLfl･行縄文。

〃 。 L|唇縄文原体による圧狼

〃 。 3条の縄線文。

〃 。 口將・内iili i凋幣。

色層付分顛挿図需号

層

層

”

”

〃

Ｆ

『

』

、

／

〕

I I１

２

３

４

４９１Ⅱ

T 八
人 し

KP-15掲載石器一覧

重さ(9) 石質l
550 1And.

重さ(9 荷質

ﾖ50
A1

Anq

屑位屑位｜
’
fi 質 麗
圃

番号

ワ巾
発掘区 た き さ （c､）重き(質）

々

称口 分館た き 蛍 icm層位分類 発掘区番号 名 称

vA｣ bVA1 b’ 16.0X8．7×3~ 11Sh ヤ リ 石72~8×1．4×0．6 2．1鍬 IA5 1石1

Ｏ
Ｎ
Ｎ
寸
、
○種 －1

／二二篭藺一
黒色土（炭化物を含む）

暗黄褐色土

灰禍色上(VW)

茶褐色土

砂質土（ローム混入）

砂質土（炭化物混入）

ローム

砂質土（少晶二の炭化物混入）

砂質土（ロームを少量況入）

ローム

ロームと砂か混合

ローム（砂をわずか混入）

ローム（砂を混入）

暗縄色土

砂質土（ローム・炭化物拠入）

暗褐色土

砂

ローム（砂を混入）

砂とローム混合（炭化物を含む）

－19砂とローム混合

１

２

４

１

２

３

４

５

６

７

８

９

Ⅲ

Ⅱ

吃

旧

皿

妬

肥

／

I

、 、、、 一面

、-~-__ﾐｰ､窪理
～~~---こ

ロ

図III-95
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KP-16

位置N 24調査区中央平坦部KH-6の西側。

○径約2.6mの円形のう・ランと考えられる。南東半部は壁．擴底が地山と判別できなかったた

め，形態を明らかにすることができなかった。断面形は下部力欝広がるフラスコ状である。

○覆土上層から土器片数点とスクレイパー1点が出土。覆土断面をみると崩落土が壁ぎわ及び

猫底に堆積しており，上部には基本層序のIV層･V層が入っている。

ｍ
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Ⅱ
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Ｎ
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図III-96KP-16出土土器・石器

KP 16掲載土器一覧

|諏壺lX| 番
~

特

外面炭化物付着。地文LR斜行縄文。

，突起部欠損。外面炭化物付着。

, llu厚部獅刻文。地文を縦位に残し磨消。地文LR斜行縄文

号 分野｛ 藺位

~
司色

１

２

３

６９１Ⅱ

L

子 1

1 b 種土
。
部

部

緑

川

１

－

１ ~

｜

’

生

″

〃I ’

や
I

d40．90。
’

一

l 褐色土（少量の炭化物・焼土粒を含む) 641 . Io
2 暗褐色土 ~ｂ

’

） 黄渦色土

竪＝

V- 叩1

L ‐r‐ l

KP-17

位置N 22調査区中央平坦部。

○壁の一部が畑に掘られた穴で切られている。長軸が南 北方向の楕円形。長径1.9m,短径

1.1m・擴底は中央部でやや低< ,壁の立ち上りはゆるやかである。 ｜釿面形は皿状である。

○覆土断面は自然堆積の状態を示している。

○

○

①

、 V′ 11門褐色: i二

1 黒色上（粘性がない）

2 褐色士

3 11舟渦色土

4 黒黄色 ' －． （ lとⅧの況合）

5 1畷黄褐色'二

6 階黄色 1具

3B､81

シ／…γ39．01
四

～○ 39．20~
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羽

．’38．66
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三
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一

、
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図III-98 KP-18
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1I1 遺構と遺構出土遺物

KP-18

位置N-33調査区南斜面KH-12の西約3m。

○西半部は調査外へ続いている。径約0.8mの円形と考えられる。深さは約0.3m・塘底は平

坦でほぼ水平，壁はほぼ垂直である。

○覆土中から土器片10数点のほか，擦石1点が出土。覆土断面は斜面上部から流れこんで埋没

した状態を示している。
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図IⅡ－99KP-18出土土器・石器
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KP-18掲載土器一覧
~

在！
L一特層位分類

ロ

ーワ

口緑部。 口唇縄文原体による刻目。地文結束第二種斜行縄文

’1 ． 口啓縄文原体による刻目。地文結節斜行縄文。

。 2条の縄線文。 lll'il部脹らむ。地文LR縄文。〃

リノ ハ無文ハ

畷

届

層

層

層

５

３

５

ｑ

〕

屯

１

１

２

３

４

９９１１１ ａ

‐

ｂ

Ｃ

ａ

ｌ

１

１

Ⅱ 」
~

KP 18掲載石器一覧

’| 分類 ｜発掘区|層位l
| VAlb | -｣

冒位発掘区分類

VA1b

重さ(9)峠 気 畳 （c、）称

450.012．7×7.8><2．8石

〆

"

b b42.80

1－_
〆

l 灰渦色土（締ま' )か強く 、 焼土粒・炭化物を含む）q'42.80~。
｜
、

、

図Ⅲ－100KP-19

KP-19

位置L-27,M-27調査区中央平坦部。

○北半部がKH－8aを切ってつくられている。当初土擴と判断されなかったため，重複部分
の形態を明らかにすることはできなかった。

○長軸が北東一南西方向の隅丸方形状の土擴と考えられる。長径0.9m,深さ0.2m・断面形
は皿状である。

○重複関係からみて, KH-8aより新しい土擴である。
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l 黒色腐杣'二 （VIW）

2 黒褐色土(VM)

3 1啼褐色土（Vlﾄｲ）

4 褐色土（VIIW）

5 禍色上(4 1Wより暗い）

6 明隅色士（Ⅵ肘）

7 1VI褐色土(VIMに砂混入）

8 禍色土（砂賀）

9 ドル色l､81ifより略い，砂質）

I(） 禍色上(8胴より帆い砂を混入

0．5 1 、

図III-101 KP-20

KP

位置

○

20

M-23･24,N-23･24調査区中央平坦部。

長軸が東西方向の楕円形。長径3.2m,短径2.4m,深さは掘りこみ面から約1.8m･曠

底のう．ランは，ほぼ円形。KP-16と同様に断面形がフラスコ状をなしている。曠底中央部
に浅いピットがある。

覆土断面をみると，壁ぎわから擴底にかけて崩落土が堆積しており， 中央上部には基本層序

の1V層･V層が外部から流れこんだ状態で入っている。

形状・土層断面がKP-16に類似していることから， これと同様の目的で掘りこまれた土幡
と考えられる。

○

（ 】
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1I1 遺構と遺構出土遺物

’41.92 弓｡

３
割
垣

‘42,00~
Ｏ
’

41．50

］ 黒灰褐色士

2 暗灰褐色土

3 黒褐色士

4 黄褐色土（黒褐色土が少景混る）

5 蹄褐色士

6 黄黒色上

7 黄褐色土（4より明るい）

8 黄黒色上（6より明るい）

9 暗褐色土（5よ')灰色味か強い）

10黄褐色土（8がプロ､ソク状に混る）

11 明褐色土

12暗褐色上

13黄褐色士

ｑ
’

ｑ
一

41．49

.’ . Ｏ」 I IT

ヨ

n■

図Ⅲ－102KP-21

KP-21

位置L 31,M-31調査区南斜面上部。

○径約1.3mのほぼ円形。深さは掘l)こみ面から約0.7m・断面形は椀状をなしている。

○覆土中から土器片が38点出土。石器ではスクレイパーカ罫1点出土した。

覆土断面をみると壁ぎわに崩落土ｶﾖあり， その内側は斜面上位から流れこんだ土によって埋

没した状態を示している。
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図III-103KP-21出土土器・石器

KP－21掲載土器一覧

弓
色層位

ルーI
1ﾏ．挿図番号 分顛

地文LR斜行縄文。

口唇に刺突文。地文LR縄文。

突起内湾。 口唇縄文原体による刻目。地文結束第2柿羽状縄文

口唇糾位の刻目。地文LR斜行縄文。

覆土

Ⅳ

口織部。

〃 ｡

〃

〃

|氏部。

I b１

２

３

４

５

６

３０１１

″

″

KP-21 掲載石器一覧

~雷1石醒
函
麗
皿 <ク1

重さ(9屑{】 大き さ （c､）発掘IX称 分類

4.9×3．6×2．8 13．6 bhレィパー ⅢC4
~

○

○

両

寸

、

ロ

KP-22

位置M-28調査区中央平坦部。

○径約1.2mの不整円形。西側に張り出

した部分がある。深さは掘りこみ面か

ら約25cm･曠底には凹凸がある。壁は

傾斜している。

○覆土から，礫3点が出土。
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KP-23

位置M-26調査区中央平坦部KH-6と重複。

○ KH-6を切って掘りこまれている。長軸が北東一南西

方向の円形と推定される。径約0.9m・断面形は椀状で
~J－ ~づ

めタ。

○覆土断面をみると，壁ぎわには崩落土があり， その内側

は炭化物を含んだ単一の層で埋まっている。

○重複関係からみて, KH-6より新しい土蛎である。

'。
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暗隅色土（炭化物を含む）

黄褐色土

暗茜褐色土

図III-105KP-23
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暗黄褐色土（プロ､γク状）

暗褐色士（細いⅧ1Wの粒が混る）

黄褐色土（4が'1,ブロック状に混る）
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図III-106KP-24

KP-24

位置M 32調査区南斜面KH-12の北西2m｡

○径約0.9mの円形。深さは北西側で掘りこみ面から0.5m･擴底はほぼ平坦，水平で，壁は

わずかに傾斜している。

○覆土中からは土器片41点のほか，石雛・ ドリル・擦石力ぎ出土。覆土断面は斜面上位から流れ

こんだ土で埋没した状態を示している。
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KP-24掲載石器一覧

’ ’
村 ょﾃド 獅

裂』 ハ汀､ 発捌属 閥ｲ '‐画1．M

’
｜A： き さ （c､） 詣

三

竿
l#位

）

名 材 分類 発掘区 太 き さ （( ､】 ） 重さ(9) fi 質

｜

’ ’
雛 IA6 ).6×1.5×0．7 ） す I） ィI VAl l 15．6×(8．8)×5. （ 8()2.3 1,.

錐
TT行

11と 1 ．5×1．5×0．8 4.20 〃
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IⅡ遺構と遺構出土遺物

KP-24掲載土器一覧

|挿図番号｜ 分類 ｜ 層位 ．~特 色
~~

底6.5×高（9）地文LR斜行縄文。

口織部。内面炭化物厚〈付着。地文結節斜行縄文。

〃 。 口唇へラ状工具による刻目。地文RL斜行繩文。

〃 。 I]唇・内面研磨。 2条の縄線文。地文LR斜行縄文

I氏部。

' b l 糎士１

２

３

４

５

６

７０１１１１
｜

’〃

I c

l b

〃 ’

，／ ；｜ ~
､｡ｰ‘
~1

~…罰
~… 。|局

O

､.’
ざ38.20~Ｑ

’

38 1日

羅Z
V
Ⅶ

V
Ⅶ

色

上

褐

色

暗

禍

１

２

＞／
38．18

1口
0－5 1m
ー

図III-108KP-25

KP-25

位置M-33調査区南斜面KH-12の東壁より約0.3m東側。

○長軸が北西一南東方向の楕円形。長径0.9m,短径0.8m,深さは掘りこみ面から約0.4m｡

塘底中央がわずかにくぼみ，壁はほぼ垂直である。

○蛎底から角礫7点力§出土。覆土中から土器片80点が出土した。出土状態からみて，角礫は周

囲から流れこんだものとは考えられない。

○
の
．
｜
寸
口

’
oノ 41 .70~0

41 47

籍~
暗褐色上

黄渦色土（炭化物を含む）

黒渦色土（多邑の炭化物を含む）

黒褐色上（炭化物のI柳

,床褐色上（焼二1二）

l晴褐色上（多鎧の炭化物を念む）

褐色土（炭化物を含む）

ｑ
一 ワ

ム

ハ

ｊ

４

４

ｌ

ｏ

（

ｂ

【

』

-1
0 2cm

1 1 リ
4 .49

41 ．65

1口 ロ

、

ー守一士

図Ⅲ－109 KP-26
図Ⅲ－llO KP-26出土石器

KP-26

位置M-31 調査区南斜面。

○炭化物堆積層の直下で確認された。長軸が南一北方向の卵形･長径0.7m,短径0.6m, 深

さは掘りこみ面から約0.3m○擴底はほぼ平坦，壁はわずかに傾斜している。

○覆土中には多量の焼土●炭化物が含まれており， これに混じって土器片8点と石雛1点が出

土した。

○上部の炭化物層が堆積する直前に掘|)こまれた土擴と推定される。

KP 26掲載石器一覧

|発掘区 層位 大き さ (cIn) 重さ(9) |石質
一3 3．0×L5x0.6 2.2 Sh.

番号｜ 名 称 ｜ 分類
~」 |石 鍼 !A6
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o42．60~ｄ
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〆一 －一一一■ー~～
／

~~

～

、

Ｉ

Ｉ
~~

～

l lIi'f隅色t (炭化物・暁tを奇む）

2 暗糊色上

3 黄褐色士

4 鴫茂褐色土

、 一一
－一一一一一-一 ロ ロ

＝

0
0．5

1m

図III-111 KP-27

KP-27

位置M-24･25,N-24･25調査区中央平坦部KH-6と重複。

○南東部をKH-6によって切られている。円形，径は擴口で約1.8m,擴底で約1.9m。深

さは約1.2mである。断面形は下部が大きく広がるフラスコ状をなしている。

○擴底に人骨の一部と考えられる糊状の物質が検出された。 これと並んで擦石が，点，つまみ
付ナイフが1点出土。

○覆土断面をみると上部には基本層序のIV層･V層が周囲から流れこんだ状態で入っているが，

この下は擴底まで単一の層であった。

○上記の事実を総合して判断すると， この土擴は住居跡KH-6の構築以前に，墓として掘り

こまれたものと考えられる。

トー~4～

1

I

Ｉ
Ｉ
Ｊ

I

II
’

し三二
｜
」

＝’

0 3cm

K-－
一判

~

３
O 5cm

I Ⅱ I

図III-112KP-27出土石器

0 5 FOCm
Ⅱ 4 ■ P

KP 27掲載石器一覧

番号 名 称 分
l つまみ付きナイ●7 111 （

2 砥 荷

類 発掘区屑位大き さ ((m) 重さ(9) 石質番号 名 称 分類
〉 l a－床 8．2×1.7×07 11.0 Sh’ 3 石 Ⅲl Ⅶb

Ⅵ 一 （20.9)Xl3~2×2.4 650 Sa.

発掘区層位 大 き さ (cm) 里さ(9) 石質

一床 37.2×22.1X10.0 13.3kg And,
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IⅡ遺構と遺構出土遺物

や
、 ｡"42‘40~。

’

、＆

が
l 暗黄褐色土

2 暗黄渦色士

3 暗黄褐色土

4 暗黄褐色上

(炭化物混入）

(炭化物混入、 21Wよ'）

(わずかに炭化物混入）

昭い）

6空

、
、

b42．40~ｂ
’

、

~

L
、

図III-113 KP-28

KP-28

位置M-24調査区中央平坦部。

○長軸が南一北方向の楕円形。長径1.9m,短径1.6m。深さは中央部で約0.4m。Ⅲ状の形

態をもつ土擴である。

○覆土には多量の炭化物が含まれており，土器片98点のほか， スクレイパー・石雛･石冠が出

土した。

○ 出土土器がI群C類及びII群に相当することから，縄文時代中期末葉から後期初頭の土擴と

考えられる。
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図IⅡ－114KP-28出土土器・石器

KP-28掲載土器一覧

缶
一特挿図番号｜ 分噸 ｜ 層位

~
ll' il部。沈線による渦巻文。

口緑部。 口牌･内而I凋整。外而炭化物付着

〃 o

底部。

覆土１

ｂ

Ｃ

ｌ

ｌ

Ⅱ

１

２

３

４

３１１Ⅱ

KP-28掲載石器一覧

大 き さ (cm) 重さ(9) 石質

13．4><8.0X6.7 1.1kg And.割竺
唾さ(9) 同質|番号｜ 名 称 分類
2' sI" | $ |北海道式石冠| VA5
4~5 〃

｜発掘区|層位’
’一’三l
rF二二 ’

番号 名 称 分類

1 石 鍼 1A5

2 スクレイパーⅢCl a

岬
一
帖
一
噸

芸

』

７

５

１

３

き

×

×

３

８

ｋ

３

７
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0 3cm

l 黄褐色土

2 暗黄渦色上

（炭化物を含む）

3 暗黄褐色上

（炭化物を含む）

4 黄褐色 上

5 暗黄褐色上
（黒色土を含む）

6 啼黄掲色土

（炭化物を含む）
7 啼茶禍色土

巧 '/~、、

｜~｜

い

フー

○。
／

~

〆多、

ヱニーニーー一一圭一一

）

一

－

０

パー

、

図III－115KP-29 図III-116 KP-29出土石器

KP-29

位置K-26･27, L 26･27調査区中央平坦部KH-9a, KP-30と重複。

○ KH 9aの床面北端部で確認された。上部はKH-9aに削平されており，北壁の一部は，

KP-30に切られている。中央西寄りにはKH-9aの柱穴が覆土を切って曠底より深く掘

りこまれている。

○径約2.2mの円形。擴底は平坦，壁はほぼ垂直に立ち上っている。

○覆土から14点の土器片が出土。覆土断面をみると, 2枚の層が擴底に平行に堆積している。

○重複関係からみると, KH 9a及びKP-30より古い土壌である。

KP-29掲載石器一覧

|番号｜ 涌 称 ｜ 分類
［ ｽｸﾚｲﾊｰ| IIc4 陸悸 大き さ (cm) 重さ(9) 石質番号 名 称 分類 発掘区 層位大き さ (cm) 重さ(9) 石蘭

2.8×2.9×0,7 6,8 Sh, 2 す り 石 VAl b －- 14.6×7~9X2.8 501.0 A､｡．

J43. '0~
Ｏ
’

〃
〃

〃
〃

ノ

／
／
､~〃

ウ
、

ー

’ ノ

霞~‐
｜ 黒色土（彼の根が多最に人りこと

』 黄褐色土（締まりが強い）

） 暗褐色士

1 略蛍褐色土

O幹

鬘-－ 参

0 0．5 1m42 74

図III-117 KP-30

KP-30

位置K-26調査区中央平坦部崖ぎわ。

○崖ぎわにあって束半部の形態を確認することはできなかった。

径約l.6m。深さは北側で表土から約1.4mある。擴底はほぼ平坦，壁はわずかに傾斜して

いる。

○覆土中から200点あまりの土器片がまとまって出土した。覆土断面をみると4枚の層が塘底

に平行して堆積している。

○ 出土土器がII群に相当することから，縄文時代後期前葉に掘りこまれた土壌と考えられる。
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IⅡ遺構と遺構出土遺物
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図III-119KP-30出十十器・石器

KP 30掲載土器一覧

仲図番号｜ 分揃 ｜ 層価 特 巴

LI (20.2)×底9.5×高(29.6)頚部･ 111下半部無文。地文の上に沈絲。地文RL斜行縄文

底8.2×高(26）胎土に小石多く含む。内面炭化物付着。地文LR斜行縄文。

口24.5×高(21.8)外面炭化物付着。地文LR斜行縄文。

口縁部。

〃 ･外而炭化物付着。地文RL斜行縄文。

〃 ･波状口縁。頚部無文。地文LR斜行縄文。

〃 ･ 口唇調整。地文RL縄文。

ノノ ・地文LRfl･行繩文。

。 「1緑無文。 2条の繩線文。地文RL斜11縄文。〃

〃 ･ 口緑内面調整により凹む。

。 口惇断而四角。 lllil部貼付僻間無文。地文RL斜行縄文。〃

底部。
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哩
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ｊ
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ｊ

Ｉ
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II

I b

'-.げ底。

KP-30掲載石器一覧

重さ(9) |石質’
'521 S'# |

併号｜ 名 称 ｜ 分類 ｜発掘区
］ ｽｸﾚｲﾊ-| IIc｣ . |-

層位大き さ (cm)
‘2x3.9xL』

Ｏ５４ｂb

~

峨灰間色上（粘性が強く ， 多吐の炭化物・焼土粒を合を

黄褐色士（固く締まり， 炭化物を含む）

Ilif黄禍色土（締まI)がなく ， 炭化物を含む）

略茶褐色t （締まりかなく ，少111:の炭化物を含む）

略褐色k （ |xに|同lじ）

茂褐色上（締まりがなく ， 炭化物を含む）

Il i¥黄褐色士（|‘lil 〈締まる）

６

図III-120 KP-31

KP-31

位置M-25調査区中央平坦部KH-6と重複。

○住居跡KH-6の床面で確認された。覆土上面の一部にKH 6の焼土（地床炉）が重なっ

ており，北壁の一部はKH-6の柱穴によって切られている。臘底は平坦, |釿面形は椀状で

ある。

○擴底北西側に円礫が21古|並んだ状態で出土した。

○覆土断面は， 自然に埋没した状態を示している。

○重複関係からみて，住居跡KH 6より古い土擴で，上部を住居構築の際に削平されたもの

と考えられる。本来の深さは, 2mほどあったものと推定される。
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Ⅲ遺構と遺構出土遺物

その他の遺構
う

｡

“2.40~。
’

へ
’ ~

図ⅡI-121 KS-

石囲い炉

KS-1

位置M-29,住居跡KH－13の西側において，基

本層Ⅵ層上面に検出された。

形態 4個の角礫が使用された石囲い炉。南東側に

炉石はみられない。内部の焼土の厚さは約6

CIn・わずかに炭化物を含んでいる。

性格住居跡内にみられる石囲い炉と同様の構造で

ある。これの南東約1mの同レベルに, I群

b類の土器が一個体つぶれた状態で出土し

た。位置関係及び層位からみて，石囲い炉と 蕊た。位置関係及び層位からみて，石囲い炉と

この土器は関連をもつものと考えられる。 こ

の石囲炉が住居跡内のものであることを想定vノ／l－I l2 Llノゾ ／､ノ 1－1－ノロエMﾉ｣ ． 1． Jv／Uv〆 里“ノ ･･ノーーニノU，ハー
図

｜

／ ノ 1

ｍｃ
民

》

１１

〈
Ｕ
Ｉ
匿

III-122 KS-1出土土器

して周辺の精査を行ったが，壁・柱穴等は検

出されなかった。

時期並んで出土した土器から判断して，縄文時代中期中葉の炉跡と推定される。

KS-1 掲載土器一覧

1挿図恭号｜ 分棚 層位 ’ 色特

Ⅲ 121－］

［ ” ’
I b 口18.5×高(21)山形突起に3本の貼付文。口唇純文原体による亥1月。突起直卜ゞよl)垂 Iくする沈線

地文RL斜行縄文。

V層
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焼土

KF-1~

調査区内には計8カ所の焼土が検出された。 これらは，調査区北端部に4カ所， 中央平坦部

から南斜面に4カ所あり，住居跡及び土擴と同様の分布傾向を示している。いずれも住居跡

内にみられる地床炉と同様なもので， それぞれの場所で火を使用したものと考えられる。他

の遺構と直接関連づけられるものはない。検出された層位はおもにⅥ層上面である。

小ピット群

位置N-34, N-35, N-36調査区南斜面下位。

○断面観察によると杭状のものを打ちこんだものとみられる。約1mから1.3mの間隔で, S

字状に配列されている。掘りこみ面に対する角度をみると， ほぼ垂直あるいは， それぞれ異

なる方向に傾いている。埋土中から遺物は出土しなかった。

○柵列あるいは，掘立柱状の構造物の跡とも考えられる。斜面上位と下位では，比高が約2m
~十~づ

めつ。
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図III-123小ピット群
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Ⅲ遺構と遺構出土遺物

炭化物堆積層

位置M-31調査区南斜面上位。

○東西約5m,南北約4mの半円形状に広がっている。

○ この層の直下には，焼土とKP 26力ご検出された。 また， この炭化物堆積層中からは, I群

a類の深鉢が押しつぶされた状態で出土した。層位の観察によって判断すると， この炭化物

堆積層は，北側に隣接する平坦部から，木炭を含む灰が多量に廃棄されたことによって，形

成されたものと考えられる。直下に検出された焼土とKP 26は， この層が堆積する直前の

ものと推定される。

○ 出土遺物からみて，縄文時代中期前葉に形成されたものと考えられる。

＃

。
’

物層

物層

２
一
一

O

一一

、

－－耐~1
4170~

d 一一一一一一一一一~

VⅡ

～

黒褐色土（多l1Izの炭化物を含む）

黒褐色上（炭化物を含む）

赤褐色士（焼土）

暗,j§褐色士（‘暁上）

１

２ V
／ 一一

VI W
４

図III-124炭化物堆積層
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地すべり跡

調査区南斜面の0 34, P-34, S 35の3カ所にみられた。地表からの観察では，斜面の一部が

わずかにくぼんでおり， その南側にあたる斜面下位に盛り上った部分がある。土層断面によると， こ

の地形は，斜面の一部の土力丁下位にわずかずつ移動し，下位の層はこれに押されて，めくられるよう

に反転し，逆転層となったものとみられる。 この土層断面図では，基本層序1V層がニツ折にたたまれ

るように曲っている様子がわかる。上位のくぼみは，平面形が弧状をなし， 内部には黒色腐植土が堆

積していた。 0-35では，逆転した1V層中からも多数の遺物が出土したことから， この層が堆積した

後に， このような地形の変化が起ったことは確かであるが， その時期及びこのような地形が形成され

るのに必要な時間を判断する材料はない。 しかし，下位の逆転層がみだれていないこと，折れまがっ

た部分が鋭角ではないことなどから，かなりの期間を要したものと考えられる。

国
、

37．70~ 3770~

、

、
~、

ﾄｰｰ
一一/ll

丘
〃

川

岬

岨

一一

一

=／／7
~~

－－－

Ⅷ

ｰ一一一

O

’
２
１
、

基

VIl－l lﾘl褐色土(vlllWよりlﾘ}るい）

Ⅵ1 2 1ﾘj褐色士（小粒の凝灰満を含む）

1 黒褐色土

2 暗褐色土(V11'1に少+1tのlが混る)

3 蝶褐色 '二 （砂髄）

4 11肖隅色土(IVIWと3の混合）

5 黒褐色上

6 ’ﾘI灰色土（火l l l灰胴， 5を含む）

7 1W灰色 iz （火1 1 1灰ﾙi）

8 暗灰褐色上（火| I |灰をう．ロ‘ソク状に含む）

9 略茶褐色上

単ｲfI＋
j ﾛ ､ bｰ二一

iVl灰褐色 1-．

灰茶禍色上

灰禍色 '1

茶補色士

暗拙色上

I '尚黄褐色土

悶色士（VIlWの細い紬を命む）

略灰褐色士（VIIMのI‘ l色化）

灰褐色士（VⅡ1Wの白色化）

灰褐色上（Ⅵ' 1Wの'’ 1色化．かたくしま
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図Ⅱ1-125地すべり跡土居断面
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1V遺構外出士の遺物

今回の調査によって出土した土器片・石器等71000点（剥片を除<)あまりのうち，約70%が遺構

外から出土したものである。出土層位は1V層･V層が主体だが, VI層上部にも混入している。 これら

の遺物包含層は， 明瞭に分層されるところもあるが， 多くの地点では混じり合っていたり，色調の判

別が困難であった。 また住居跡・土蛎の覆土の上部は，遺構外から連続する1V層．V層である。覆土

の下部も， これらの層が様々な割合で混合したものと考えられる。従って，総体的にみると遺構外で

出土した遺物は，遺構内のものと同様である。

遺物包含層は，調査区北斜面ではその多くが失なわれているが， 中央平坦部から南斜面にかけては

厚く堆積していた｡なかでも中央平坦部南側から，これに続く南斜面中位にかけては,約10cm～20cm

の厚さがあり， 多量の遺物が出土した。 また南斜面の地すべり跡の下位では, 1V層が折れ曲って2枚

に分かれている部分もあった。南斜面に位置する住居跡KH-11･12の覆土上部からも， 多量の遺物

が出土したことからみて， これらの遺物の多くはり調査区中央平坦部から，斜面に廃棄されたものと

考えられる｡

調査区南斜面のうち西側へ屈曲した部分では，遺物包含層が非常にうすい。 しかし表土と, VI層に

はさまれた状態で，かなりの量の出土遺物力討あった。

遺構外の出土遺物のうち土器について， 出土分布図をIV章-1に示した。 これによると土器の各群

によって分布傾向に差異がみとめられる。
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Ⅳ遺構外出土の遺物
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図Ⅳ－9 遺構外出土土器(II群･ III群）
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遺構外掲載土器一覧

発掘区 分類 層位

S36 1 a

K31 〃

〃 〃

号

１

２

３

番

一１

２

図

陣

Ｖ

Ⅳ

特~~ 色

口26.5×高(21.5） 口緑に鋸歯状の貼付文。 Iﾙ1部貼付文間に罵締形圧痕。地文結束第一種羽状繩文。
口(14.1)×高(12.2)地文の上に貼付文。貼付文による縦の区画。地文結節斜行縄文。
口28×高(26） 口唇の刻目 矢羽根状と縦位のもの。把手の直上に貰通孔、直下には垂下する沈線。
地文LR斜行縄文。

口18.7×底8×高2()9口梓縄文原体による刻目。地文RL斜行縄文。

口23.4×高(20.4） 4コの突起・把手。 にl唇縄文原体による刻目。地文結束第二穂羽状縄文。
口10.5×高(9．5) LI唇に竹管による刺突文。沈線は懸水文・ 汁川巻文なと、の組合せ。地文はクシ目状
工具による条痕。

口16．5×高(12.5)キャリパー形。 口絨にⅡl1線文。頚部無文。地文RL斜行線文。

IEI31 .8×底5.2高47大型深鉢。山形突起に円状の貼付文。唄部が三分する突起に波状の貼付文。 ’ 1
臂縄文原体による刻目。地文RL斜ｲ]縄文。

口縁内湾。 口唇斜位の刻目。貼付文上縄文の圧痕。地文結束第一極羽状縄文。
突起に円状の貼廿文。胎土にバミス多く含む。地文RL斜行縄文。

Lll2×底5.8×高15.5口縁肥厚帯上に縄文原による刻目。地文RL斜行縄文。
口12.6×底6.7×高14底部張出す。地文LR斜行縄文。

底5×高（8 ）数条の横走沈線。昨l下半部無文。

口9．4×底5×高12.4底部張出す。無文。

口8．9×底4.4×高8平縁。地文LR斜行縄文。

ulO.］×底5.6×高10.3口答に刻目。無文。

口17×高(17.3)突起部肥厚する。地文LR斜･行縄文。

底4.3×高（6 ）張出す。地文LR斜行縄文。

底6‘5×高7. 1底の! |司央部か抜けおちている文。無文。

底部。縄文が付く。地文RL斜行縄文。

〃 ･縄痕か渦巻状に付く。

〃 ・周囲に縄文が付く 。

〃 ･網代痕か､付く。

〃 。 〃 。

〃 〃

K¥()5'､31 Ia
L32

K33 〃

M25
1 b

N22

ノノ 〃

M23 //
M34

M3(） 〃

Ⅳ層
ⅣﾉW
v牌

Ⅳ層
v府
Ⅳ畷

V層

４

５

６

Ⅵ－3－8

9

10

Ⅳ－4－11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

Ⅳ－5 27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

Ⅳ 6－38

39

40

41

42

43

44

（)35

L32

L－6

L33

O36

N34

L33

T h
ユ ＆」 V層

Ⅳ層

Ⅳ層

V層

〃

M34

N33

O36

L31

M31

N34

M33

M32

L32

U34

1－3(）

M30

「qワ
ーリー

Ⅳ層

V層

Ⅳ層

Ⅳ層

V層

Ⅳ層

″

〃

〃

I C ⅣjW
v層

Ⅳ層
口24.3×高(20.7） 口縁縦の貼付帯で4区画。区画内部無文。肩部横位の貼付帯。 LR縄文。
口織部。貼付幣上に縄文の圧痕。

〃 ･ ’二l唇内面研磨。 口縁・肩部‘貼付帯上に縄縄文。地文LR斜行縄文。

口12~ 1×高(13.6) LI縁内湾。外MIi炭化物付着。地文RL斜行縄文。

1 |緑部。肥厚部に繩端による短刻文。地文LR斜行縄文。

ノノ 。貼付帯上に惣刻文。外面炭化物付着。

〃 。 〃 ･地文LR斜行繩文。

底4.8×高（6）上げ底。 ll'il部に縦位、底部に横位の卸刻文。

底2.7×高(2．5）横位・縦位の短刻文。地文RLfl･1j縄文。

に120.4×尚(26.5)広口の壺形土器。 口唇棒状工具による刻目。地文LR斜行繩文。
口13．3×底4.2×高17口縁3条の繩線文。 口唇・内血調整。地文LR斜行繩文。

LI23×高(19.5) 口縁･ llul部に貼付帯。 LI唇断面ILI角。貼付州;上にRL斜行縄文。地文LR斜行縄文
口18.4×底6.5×高27口唇・内面調雛。貼付帯上に斜位の撚糸。地文縦位の撚糸。
口12×高(10．6) LI縁購消。 3条の縄線文。外mi炭化物付着。

1 ' 15.9×底6×高21 .5．胎土小砂利多い。地文LR斜･行縄文。

口15．2×底6.8×高20.3Ⅲ部か二分する突起。 L隅内面調終。地文LR縄文。
口9×底4×高6.1小突起直下に貰通孔。無文。

口20.3×尚(21.5） 口縁無文。 lllifl部は沈線で区画され内部に円形刺突文。区画内部は磨消と地文の残
るものがある｡地文RL斜行縄文。

'二|縁部。内湾。縄線文と円状の貼付文。無文。

口16． 1×高(14.5)把手か.2コ。沈線で区画。区画内部は無文と地文の残るものとがある。地文RL
斜行縄文。

口13.7×高(17.5) LI縁無文州;に曲線文。 ilin1部、縦位の惣刻文・蛇行沈線。地文LR斜行縄文。
口24.8×高(21.5) 口絨外反・無文。 MInl部地文の上に沈線施文。地文RL縄文。

口(19"9)×底(11.5)×高(31) Iliil部脹む。地文の上に沈線で区画。区画内部無文と地文が賎るものが
ある。 ;li 'il下半部無文。地文LR斜行縄文。

｢116.9×底11×高33_4口緑・器面の半分剥離。 口緑・底部無文。地文RL斜行縄文。
口17．2×高(8)平行沈線・曲線文・蛇行沈線をもつ。地文磨消縄文。
口織部。 2本単位の沈線。無文．

〃

M33

M25

N25

M22

N23

L29

M23

M25

M26

Ll7

M34

M33 ．34

N33

N32
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L30
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V層
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1V層
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’

Ⅳ層
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〃

Ⅳ層

Ⅱ ノ習
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I ノW
Vj㎡

Ⅳ層

I層
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Ⅳ－7 45
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V層

Ⅳ層
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L28

〃
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９
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４

４

Ⅳ層

〃

11

Ll6

M30

R36
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２

５
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v層
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Ⅳ遺構外出土の遺物

挿図番号｜ 発掘区 ｜ 分類 ｜ 層位 判 巴

I層

II層

口絲部。沈線で文様帯区画。区画内部無文とクシ目状の条痕。

〃 ・内面に縄文と波状沈線。地文LR縄文。

〃 〃 ･地文LR縄文。｡

〃 ･内湾。太い沈絲がつく。地文LR斜行縄文。

L117×高(10.5)沈線による区画‘区画内部地文の賎るものと磨消のものがある｡地文LR斜･行縄文。

口13.9×底7.8×高9.1 L｣緑「〈」状の連続沈線。 MInl部沈線文で文様帯区画。区画内部地文の残るも

のと、磨消のもの。地文RL縄文。

口縁部。 口唇に地文。鋸歯状の沈線。

底部。補修孔1コ。

〃 ・上げ底。

〃 ･胴部内湾。

３

４

５

６

７

８

５

５

５

５

５

５

８Ⅳ M28

R35

T34

V34

N31

U34

II

″

″ WiW

V層59

Ⅳ－9－60

61

62

63

64

65

66

67

M30

M27

L35

L33

M31

T34

V34

U34

H 11

II

wIg

v層

I層

II層

I層

″

″

″ 半赦竹管による刺突文

″

ｒ

ｌ I1層 口絲内湾。 L1唇刻目。 口緑に斜位の沈線、 2条の平行沈線。地文LR斜行縄文。
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1V遺構外出土の遺物
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図Ⅳ－11遺構外出土石器
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IV遺構外出土の遺物
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1V遺構外出士の遺物
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1V遺構外出土の遺物
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V ま と め

1 土器について

a 土器の型式分類

遺構及び遺構外から出土した土器のうち，掲載したものについては所見を表に示したが， ここでは

これをまとめ，型式ごとの特徴について記述する。 I章の土器分類はこの結果に基づいたものである。
I群a類

中期前葉に属する土器群。分布状態をみると南斜面に散在している。地文は結束の羽状縄文・単節

の斜行縄文が多用される。胎土には小砂利が多く含まれる。内面は研磨されているものが多い。 この

うち口縁部に地文がなく ，貼付文によって区画された内側に馬蹄形撚糸圧痕文・爪形刺突文・円形刺

突文など力:施されたものは，サイベ沢V式に相当する(図IV-1-1)。地文を施文した後に貼付文を

施したものは，サイベ沢Ⅵ式に相当する （図IV-1-2)。地文に結節.結束の縄文が施され， 山形あ

るいは棒状の突起をもつものは，サイベ沢Ⅷ式に相当する土器である。 （図III-60-1～4･6,図IV-
2－3～5）

I群b類

中期中葉に属する土器群。 もっとも出土量が多い。住居跡KH-9aではとくに多量に出土してお

り， 30個体力烹複元された。 この土器は遺跡全体に分布しているが， とくに28ライン～35ラインの間

’

’

に集中している

表V－1 包含層出土土器一覧 表V－2 住居跡出土土器分類別一覧

|分類 口縁部|底部|細部 総計’
I群

a類 55

b類 2,325 1,592

c類 159 19

11群

984 189

111I#

l

計 ’ 3“】’800142,221 147,5451

９２
９１
５
Ｌ

住居跡 総点数，脾aNo．

1 193

2 285

3 774

4 45

5上 80

5下 16

6 3，023

7 1，493

8 816

8 3

9 674

9 7，353

10 2,079

11 2,886 14

12 1 ,659

13 2,037

P 23 94 1

占-|･ 21.851
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中期I |!葉
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〃 〃

〃 ’『1期前菜～中期中葉

！'1期中葉～中期末葉

I牌b朔 〃 ～ ノノ

1群‘噸| 'し期末葉－－－1

m 1"blW| I群cMI IIM

１

５

０

４

２

１

５

’

３

３

２

２

１

２１

１

２１

2 ６
’
１

弘
一
羽
一
錨

ｕ

判

６

皿
一
茄
一
吃

別
一
獅
一
刈
一
記
一
団

坊
－
５
｜
価

昭
一
妬

粥
一
昭
一
蛇
一
Ⅲ
’
２
｜
麺

調
一
妬

躯
一
型

岨
一
理
－
１
｜
対

｜
’

139



V まとめ

見晴町式土器に相当するもの：口縁に4個 表V－3 土塘・石組炉出土土器一覧

遣艤'｡ '総“ 時蝿時 期遺構NC 総点数の突起をもち，胴部がやや脹らむ円筒形の土

器。文様は，沈線が施されるものと，地文の

みのもの力:ある。 口唇部には縦位・斜位の刻

目が施されている。刻目は縄文原体によるも

のと，へラ状工具によるものがあるが，前者

が約80%を占める。地文は単節の斜行縄文が

多い。文様がないものでは，結束の羽状縄文

を地文としているものがみられる。底部は周

囲が調整され,無文になっているものが多い。

時 期遺構NC 総点数

1 11 18 62

2 15 中期中葉 21 38

4 8 24 41

5 13 中期末葉 25 80

8 1 26 8

9 9 27 1

10 8 28 48

11 6 29 14

12 3 30 209 後期初頭

14 25 S-1 11 中期中葉

15 18

汁 64616 17

１’２

訂一羽

胎土には石粒が多く含まれている。

森越式土器に相当するもの：サイベ沢Ⅵl式・見晴町式土器に大木系土器の特徴が色濃くでているも

の， 口唇に溝状の深い沈線が施されたもの(図Ⅱ1-45-28),胴部に大木系土器のモチーフが施された

もの（図III-43 12)などがある。

大木8b式土器に相当するもの: 2個体の復原土器力§ある｡胴部がわずかに脹らむ小型浅鉢と，キャ

リパー形の深鉢である （図1V-2-6 ･ 7)。内面は調整されている。胎土には砂が多い。

大木9式土器に相当するもの(図Ⅲ－28－1， 図III-61-7) :山形突起に渦巻文を配し， 口唇には

深い沈線がある。頸部・胴上半部には弧線文・平行沈線・懸垂文が施されている。地文はRL斜行縄

文が多く ，複節の縄文もわずかみられる。胎土には砂粒が多い。内面は研磨されている。焼成が良く ，

色調が榿褐色のものと，焼成が悪く ，色調が灰褐色のものがある。大木8b ・ 9式土器は，見晴町式

土器と伴出しており，単独に出土したものはない。

I群c類

中期末葉に属する土器群。住居跡KH-14で完形土器力罫出土した。このほかは遺構外及び住居跡覆

土中から出土した破片である。

1ダップII式土器に相当するもの(図IV-5-29･図IⅡ－74-1) :頸部にくびれのある深鉢形土器。

隆起帯上に縄線文がめく’っている。地文は原体を縦・横・斜に自由奔放に回転させたもの力爵多い。

レンガ台式土器に相当するもの（図Ⅳ－5－31～35・図III-81-1 ･図III-22-2) :貼付帯上に短

刻文を施している。 口唇・内面は良好に調整されている。地文は単節斜行縄文が多い。

ノダップII式・レンガ台式土器の形態がくずれたもの（図1V-5-27･28･36,図III-56-1 ･図

III-65-1 ･2) :図Ⅵ－5-28は，口縁部力訂大安在B式土器に近いものである。図Ⅳ－5-36･図IⅡ

56-1は， 口縁部貼付帯が全市式土器に類似するが， 口唇には刻目・円形刺突文がある。広口の壺形

土器である。図III-65-1は，器形及び地文がノタ．ツフ．Ⅱ式土器に類似するが，貼付帯・短刻文・縄

線文がないものである。

上記のものと伴出した縄線文土器（図IV-5-37･図III-65-3) :口縁部は地文の上から横位の縄

線文を施している。地文は単節の斜行縄文。外面に炭化物が付着している。

大木10式土器に相当するもの（図Ⅱ1 65-4) :上記の土器と伴出した。大型で広口の壺形土器。

類例には秋田県天戸森遺跡出土のものがある注'。

II群

後期前葉に属する土器群。調査区全域に散在していた。 このうち余市式土器はおもに平坦部，大津

式土器は南斜面から出土した。
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余市式土器に相当するもの（図IV 6-38･図Ⅱ1-23-12･ III-24-23･図ⅡI-117-3 ･ 11) : 口

縁部及び胴部に貼付帯がある。地文は単節の斜行縄文。器面と貼付帯上では，原体を異なる方向に回

転して地文を施している。胎土には砂粒力寸多い。

涌元式土器に相当するもの及びこれに類似するもの（図IV-6-39～44･図IV-7-45～47･図III-

23 6 ． 7 ．図III-117-1 ･ 2) :平行沈線。曲線文・蛇行沈線・刺突文・縄線文などで文様が構成

されている。地文のみのもの・無文のものもある。 このうち蛇行沈線力葡あるものは1段階古い可能性

力罫ある漣2．縄線文の土器は， 口縁部が磨消によって無文になっている。器形には，深鉢･浅鉢･壺形土

器・甕形土器なと・力訂ある。

烏崎式に相当するもの（図IV-7-28～29･図IV 8-50～52) :平行沈線・懸垂文・渦巻文・連弧

文などの文様がある。地文があるものと，無文のものがあり，前者では磨消縄文が多用されている。

地文は単節の斜行縄文。器形は，深鉢・浅鉢・甕形土器などがある。

大津式土器に相当するもの（図IV-8-53～59) :波形・曲線文・ 「己」形・ 「〈」形なと・の沈線で文

様帯を区画し， 区画内はクシ目の条痕があるもの。あるいは地文を磨消したものなどがある。沈線は

比較的太いものが多い。地文は，単節の縄文。器形には，深鉢・浅鉢・壺形土器がある。 このうち図

59は， 口縁部に鋸歯状の沈線があることから， ウサクマイC式に近いものと考えられる。

Ⅲ群（図IV-9-67)

北斜面の中腹から単独で出土したものである。 口縁部の斜位の沈線は，大洞B･C式の羊歯状文が

退化したものと考えられることから，大洞C｣式の古手に相当するものであろう。

b 土器の出土状況

口縁部及び底部破片数から個体数を求め，時期別の分布状態を示した。
遺構外出土土器

分類別に個体数を示した。表V－lは分類別個体数一覧表である。グリッド別の分類別個体数は，
図V-1 ･ 2の分布図に示した。

I群a類土器のうちサイベ沢V･VI式は，南斜面のみに散布しているが，サイベ沢VII式は平坦部に

も分布する。 I群b類土器は， 9ライン～17ラインを除く全地区から出土したが。 とくに29ライン

～35ラインに集中している。平坦部での遺物の集中地点は住居跡の分布と一致する。南斜面での遺物

の集中地点は， 当初平和台パターンの廃棄行為として把えようと試みたが，完形に近い土器が少ない

ことから， これとは異っている。 I群c類土器は， 9ライン～18ライン．Qライン以西を除いて全域

に分布している。II群土器は9ライン～17ラインを除いて全体に分布している。とくに22ライン～33

ラインの平坦部に多い。 IⅡ群土器は, H-11発掘区から一個体分出土したのみである。周囲からはこ
のほかに一片の土器も出土しない。

口縁部破片の数から個体数を推定して，分類別の土器の割合を求めるとI群b類土器力ざ約67％で一

番多く ，続いて， Ⅱ群土器28%, I群c類土器4%, I群a類土器1%となる。このほかにIII群土器
が1個体ある。時期別にみると，始めに縄文時代中期前葉の土器がわずかながら出現する。次いで縄

文時代中期中葉の土器が急激に増える。縄文時代中期末葉になると土器が減少し，縄文時代後期初頭

になってやや増加する。その後空白が続き，縄文時代晩期初頭にl個体のみであるが再び土器が出現

する。これは中期中葉の住居跡の数とほぼ符合するが，中期末葉から後期前葉については一致しない。

中期末の住居跡は3軒確認されたが土器ｶｺ少ない。 これに対して後期前葉の土器は多いが住居跡が確
認されていない。 この理由としては， 中期末葉の人々が住居廃絶後，土器をもって移動したか，土器

の廃棄場所が別にあったものと考えられる。後期前葉の住居跡が確認されないのは，住居跡力ざ台地の

｜

’
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V まとめ

奥にあって，今回の調査では発掘されなかったものと考えられる。

遺構内出土土器

表V－2は各住居跡の出土土器総点数・口縁部による分類別個体数．床面・床上の土器の分類・住

居跡の時期を示したものである。総個体数の27％が住居跡から出土している。この中には従来から提

唱されている廃絶住居跡の覆土中に，完形及び完形に近い土器を廃棄する行為として理解される例が

認められた。KH-6 ･ 9b･ 11 ･ 12･KP 23がそれである。以下小林達夫氏(1974)による廃棄

パターンに照合して記載する。KH-6は覆土上面から多数の土器片力罰出土したが，床面からは少量

が出土したのみである。第一次埋没土からは完形に近い土器が4個体出土した。 これは吹上パターン

として把えられるもので， 出土した土器ｶﾐ凹みの最も深い所にあることから，廃棄されたものと考え

られる。覆土上部の多数の土器片は，図23の土器がKP-28の覆土･包含層出土の土器と接合したこ

とから，本住居跡が埋没していく過程で流入したものと考えられる。KH-12からも第一次埋没土の

上面から完形に近い土器が3個体出土した。KH 9a･KH-11は床直上から多数の完形に近い土
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V まとめ

器が出土した。 このうちKH－9aではとくに多量の遺物が出土した。 また覆土中に焼土粒．炭化物
に混入して多数の骨片も出土した。KH-14の北壁ぎわの床面からは完形の深鉢形土器が斜めに立っ
た状態で出土した。 これは置き去りにされたものと考えられることから，井戸尻パターンに相当しよ
う。この他には, KH-8bのように床面からごくわずかの土器片しか出土しない例がある。 これは
置き去I) ，落ちこぼれのケースと考えられることからパターンC2に相当する。以上の住居跡内出土土
器の分類をみると次のようになる。KH-6床: I群c類，廃葉: II群，流入: I群b類～II群。K
H-9a床及廃葉: I群b類，流入: I群b類～Ⅱ群。KH-11床及廃葉: I群a類･b類，流入：
I群a類～Ⅱ群。KH-12･14廃葉: I群c類，流入: I群b類～II群。 これらのことから本遺跡で
の廃棄行為は，縄文時代中期前葉の終わりごろから，中期末葉にかけて行なわれていたと考えられる。

注1 鹿角市教育委員会1984 「天戸森遺跡」 P428－第400図の10 S143炉内出土から出土したもの。 II1部の
地文以外は，小岱遺跡の例と非常に似ている。

注2 東北地方の宮戸Ib式土器にみられる連続S字文， ジグザグ文に類似している。

2 石器等について

今回の調査では，剥片石器886点，礫石器574点， このほかに石製品･土製品21点が出土した。包

含層における石器の分布状態は, Pライン以北の24と26ラインに挾まれた地区に集中する傾向がう

かがえる。本遺跡からは時期の異なるいくつかの土器群が検出されているが， それらとの詳細な共伴

関係については明確にとらえることはできなかった。 しかし，主体を占める第I群b, c類土器に関

連するものが多いと考えられる。

石雛〔図IV-10の1～50) : 316点出土。包含層出土の石雛のうち縄文時代中期中葉～後葉以外の所

産と考えられるものは次の4例である。①IAl類･黒曜石の大形鍼(1)OIA4a類.基部の内湾する

三角形雛(2),OIA6類･入念な加工が施され，薄身に作られた有茎雛(49),@IA4b類･茎部に小

さな挾りのある五角形鍼(4)。②～④は時期が不明だ力訂，①は縄文時代早期前半の貝殼条痕文土器に

伴う長身鍼であろう。形態的に主体をなすものは， 多い順に, 1A6類･有茎のもの(24～50), 1A5類・

茎部の不明瞭なもの（8～23), 1A3類･木葉形のもの，である。 1A5類は茎部の一側縁のみに緩い挟

りをもつのが特徴である。 またIA6類には，かえし部が明瞭で整った形のもの(43～50) と，かえし

部が弧状をなし， いびつな形のもの(24～42)がある。石質は頁岩が大部分を占めているが，黒曜石・

安山岩・珪岩もわずかにある。

石槍またはナイフ〔図Ⅳ－10の60～68,図IV-11の69～82) : 164点出土。 IBl類･菱形のもの(60,

65), IB2類・木葉形のもの(61～64, 66, 67), IB3類・茎部が不明瞭なもの(72･73), IB4類・有

茎のもの(68～71, 74)がある。 IB2類には二次加工の粗いものが多い。 IB3類は狭長で最大巾が刃部

寄りに位置するのが特徴である。IB6類には周縁加工と両面全面加工のものがある。また後者には身部

にも挾りをもつもの（74） もある。石質は石鑛と同様， 頁岩が多い。

石錐〔図IV-10の51～59] : 21点出土。 IIA類･棒状のもの(54, 55), IIB類･剥片の一端に刺突
）がある。 IIC類は

である。

レープに分けられる。

部を作|)出したもの（56～59), IIC類･形態的にIA6に類似するもの(51～53

上ノ国町小砂子遺跡，知内町湯の里2遺跡などで検出されている。すべて頁岩製

つまみ付きナイフ〔図Ⅳ－12の83～95〕 ： 38点出土。形態から横形と縦形のグノ

前者には周縁加工と両面全面加工のもの（93, 図Ⅲ48の18）があり，後者にはこれに片面全面加工

のもの（87．88）が加わる。石質は縦形のものに安山岩，黒曜石がわずかにあるほかは，すべて頁岩
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である。

箆状石器〔図IV-13の116～120] : 15点出土。 IIIB1類･周縁加工のもの(116, 118), IIIB2類・

片面全面加工のもの(117), IIIB3類・両面全面加工のものがある。基本的にIIIB1 ･ 2類は片刃，

IIIB3類は面刃であるが，バルブ、を刃部側に位置させているためにⅡIB2類の中には両刃状をなすも

の(117,図Ⅲ－63, 14) もある。すべて頁岩製。

スクレイパー〔図Ⅳ－12の96～101, 図IV13の102～115] : 332点出土。 IIIC1類・縦長剥片を素

材にしたもの（96～101) IIIC2類・横長剥片を素材としたもの(102～107), IIIC3類・円形，楕円

形をなすもの(108), IIIC4類･二次加工力、両面全面に施され，栂指状をなすもの(112～115), IIIC

5類･先端部力葡尖るもの(110)がある。 IIICI類には先端部にも加工力釘及び，エンドスクレイパー的
な形態のもの力ざある （99)。

石斧〔図IV-14] : 44点出土。ⅣB類･石のみがKH-8で1点出土した （図Ⅱ1 36の9)ほかは，

すべて広義の定角式石斧に属するものである。後者には擦り切り技法によって製作されたもの(130)

が1点ある。石質は擦り切り石斧が蛇紋岩のほかは，緑色泥岩と黒色片岩がほぼ同量である。

すり石〔図1V-15･ 16) : 297点出土。VAla類・扁平礫を素材として一側縁を擦ったもの(131)

VAlb類・扁平礫を素材として， 周縁部とくに長軸両端に石錘様の剥離調整を行なった後，一側面

を擦ったもの（132～137), VA2 ･板状礫を素材として， 周縁部を剥離調整後一側縁を擦ったもの，

VA3 ･礫の平坦面や半割面を擦ったもの(143～148) 力罰ある。 これらは半円状打製石器と呼ばれて

’

いるものである。このほかに, VA4･北海道式石冠(149～155)がある。VAlb, VA2類には，

周縁部以外にたたき痕や，砥面をもつもの（133, 図Ⅱ1-26の17)があり， ほかの器種からの転用が

考えられる。VAla, b類は主に閃緑岩が利用されているほか，安山岩，砂岩が少量ある。VA2

類はすべて節理面によって板状に割れた安山岩である。

たたき石〔図IV 17, IV-18の171～172] : 138点出土。VBl類･棒状礫VB2類･扁平礫, V

B3類・円礫を素材にしたものがある。VB2類には周縁部に北海道式石冠様の敲打調整をめぐらせ

るもの力罰ある。 (170, 172)石質は砂岩･珪岩・緑色泥岩がわずかにあるほかは，安山岩と閃緑岩が利
用されている。

砥石〔図IV-18の173～174] : 12点出土。板状の安山岩の平坦面を利用したもの(175) と，粒子の

細かい砂岩を素材とし，全面を利用したもの（173）がある。後者はよく使い込まれ，砥面は大きく凹
んでいる。

台石･石Ⅲ〔図IV-18の176) : 62点出土。安山岩，砂岩の自然礫を利用したもので，すり面･敲打

痕･凹みをもつ｡重さが68kgをはかる大形の台石がKH-8床面から出土している。 (図Ⅲ37の17)

石製品など〔図IV 19の117～181] : 11点出土。垂飾類では，緑色泥岩(177),蛇紋岩（図IⅡ－49

の41)，軽石(180),砂岩製のもの(178･ 179)がある。砂岩製のものは， 丸味をもった方形あるいは

三角形をなし，短辺のコーナーに貫通孔をもつ。包含層からは，敲打によって方形に作られた石製品

(179)のほかに，柄鏡状のもの(178)がある。 これは周縁部を調整し，断面が台状をなす。石棒は

先端が丸いものと，播鉢状に凹ませたものが, KH-4, 6, 13から出土している。KH 9aの床

面からは，緑色の安山岩を素材とした根棒状の石製品が出土している （図Ⅱ1-49の42)。調整は肉厚

の部分に敲打， それ以外の部分はわずかに研磨が施されている。 また先端とわずかに反り気味の側縁

部には快りが作られており，形態的に青龍刀形石器を連想させる。

土製品〔図IV-19の182～190] : 10点出土。包含層や住居跡覆土から，土器片を利用した土製円盤
やミニチュア土器が出土している。
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V まとめ

遺構別出土石器一覧
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3 遺構の構築時期及び遣跡の広がり

今回の調査によって，本遺跡から竪穴住居跡14軒と土壌26基が発掘された。 これらの遺構は，調

査区北端の斜面裾部と調査区中央部以南の台地上平坦地及びこれに続く南斜面に分布している。住居

跡は径3m未満から，長径約14mに及ぶものまであり，形状も楕円形・卵形・隅丸方形状など様々で

ある。 このうち重複関係にあるものをみると，次のような新旧関係がとらえられる。

I KH-5bはKH 5aの南半部を切って構築されている。 2 KH-6はKP-27の一部と

KP-31の上半部を切って構築されている。 3 KH-8bはKH-8aの覆土中に構築されてい

る。 4 KH-9bはKH 9aの覆土中に構築され, KP-30はKH-9aの北壁・床の一部を，

KH 7はKH-9aの南壁・床をそれぞれ切ってつくられている。 5 土層断面では不明瞭であっ

たが, KH-10はKH 7の南端を切って構築されているものとみられる。

各遺構については, III章でそれぞれの推定構築時期についてふれたが， 出土遺物及び遺物の出土状

態から構築時期をほぼ確定できるものは次のとおりである。

1．調査区北斜面裾部のKH-3･ 5, 中央平坦部以南のKH-7･ 9a ． 10･11･ 13．KP-2 ･

27は，床面上から, I群b類の土器が出土していることから，縄文時代中期中葉に構築された遺構と

考えられる。 2．北斜面裾部のKH 1と中央以南のKH-6 ･ 8b ･ 9b ･ 12 ･ 14．KP-5はI

群c類の土器を床上から出土しており，縄文時代中期後葉の遺構と考えられる。 3. KP-30はII群

の土器力ざ多数出土しており，縄文時代後期前葉に掘りこまれたものと考えられる。

以上の構築時期の推定は，前述の重複関係と矛盾しない。このほかにも， 3軒の住居跡と20数基の

土擴力ざあるが，掘りこまれた層位及び覆土中の遺物からみて，すべて縄文時代中期中葉から末葉にか

けてつくられた遺構と考えられる。KH-8aは出土遺物から構築時期を判断できないが，形状等か

ら, KH 8bよりあまり古くない住居跡の可能性が強い。

土擴のうちKP 27は，擴底から痕跡程度であるが人骨の一部が確認されていることから，墓とし

て掘りこまれたものと考えられる。このほかの土擴25基は，掘りこまれた目的を推定することはでき

ない。 しかし，調査区中央部の平坦地にあるKP-16･20及びKH-6によって上半部を削平されて

いるKP-31は，径・深さともに他の土曠より大き< , とくにKP-16･20は断面形力欝フラスコ状を

なしていることから，他のものとは異なる目的をもって掘りこまれたものと推定される。

発掘された竪穴住居跡のうち, KH-6･8a・ 8b･9aは，他の住居跡より規模が大き< ,床・

壁力ざ非常に整然とつくられている。 これに対して，他の10軒は比較的浅< ,壁･床に凹凸が多い。前

者の規模の大きい4軒の住居跡はいずれも調査区の中でもっとも高い位置にあり，天ノ川， 日本海を

眺望できる場所にあることから， それぞれの構築時期において，集落の中心的位置にあったことも考
えられよう。

KH-9aのような大型住居跡は，秋田県鹿角市の天戸森遺跡,青森県二戸町の荒谷A遺跡を始め，

函館市の見晴町遺跡，今年度当センターが調査を行った函館市石川1遺跡など東北北部，北海道南部

に発掘例がある。いずれも縄文時代中期前葉から中葉に位置づけられる住居跡で，規模・形状・柱穴

の大きさと配列・地床炉力訂長軸に平行して等間隔に並んでいることなど，本遺跡のKH 9aと共通
する要素が多い。

KH-6 ･ 8a･ 8bのような卵形の住居跡は，南茅部町臼尻B遺跡， 八雲町栄浜遺跡などで多数

発掘されており，縄文時代中期後葉に位置づけられている。

KH 6とKH-7からKH-10にかけては，住居跡が埋まりきっておらず，地表に大きなくぼみ

がみられた。 これに対してKH 8a･bとKH 9aは, KH-6とほぼ同様の深さがあるにもか
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V まとめ

かわらず， くぼみ力罰ほとんどみとめられなかった。遺物の出土状態からみて， これらの住居跡は，廃

棄された後に人為的に埋められた可能性が大きい。

調査区南部のグリッドPライン以南では，遺構は発見されなかったが, I群a･b類とII群を主と

する土器が多数出土した。ここは最大約30度の急斜面で， これらの遺物は上部から流れ落ちたもので

あろう。斜面北側は調査区中央平坦部の続きで,標高42mないし45m,本遺跡が立地する丘陵でもっ

とも高い部分である。

KH 9aは崖ぎわにあって東側の壁と床の一部は，崩れ落ちたものと考えられる。KP-30もこ

れと同様である。従って，縄文時代後期前葉までは，崖縁が現在よりさらに東側にあったことはまち

がいない。 しかし，崖下を流れる沢の位置，崖の高さなどから判断しても，崩落する以前の崖縁は現

況よりも数mを超えない程度と考えられる。

これらのことと，遺物の出土分布を総合して考えると本遺跡の変遷は次のようにとらえられる。

本遺跡が立地する丘陵上では，縄文時代中期前葉から集落力§形成され始めた。初めは，調査区南西

部の斜面北側の平地が占地されていた力訂， 中期中葉になると，調査区を含む丘陵上部の全域が利用さ

れるようになった。前述した秋田県鹿野市の天戸森遺跡は， ほぼこの時期にあたる。報告者によると

この遺跡は米代川右岸段丘上から北西方向に突き出した平地と比高が約40mの台地上に位置してお

り，地形図をみても本遺跡と同様の立地条件にあることがわかる。函館市見晴町遺跡についても同じ

ことが指摘できるが， 同時期に， 同様の竪穴住居をつくった人々が， このように類似した土地に集落

を形成したことは興味深い。

中期後葉になると本遺跡では，丘陵上の調査区に近い部分が占地されたようである。後期前葉の遺

物は調査区南半の全域に出土しているが，遺構は崖縁のKP-28のみであることから， この時期には

丘陵上の中央部と, KP-28付近の丘陵縁辺が利用されたものと考えられる。

一方，調査区北端の斜面裾部は，縄文時代中期中葉から後葉にかけて利用されている。 ここで発掘

された6軒の住居跡と，調査区中央の平担地以南の住居跡群が， どのような関連をもつものか， 明ら

かではない。 この両地域の間の斜面ではほとんど遺物が出土していない。前述したように調査区は，

の付近では， 2～3mほどの幅しかな< ,遺物包含層の多くが失なわれていることもあるが，少な

とも北側斜面中位のうち調査区に近い部分は，縄文時代中期から後期にかけて，利用されなかった

能性力､大きい。しかし，グリッドH-11では，縄文時代晩期の土器力ざ一個体出土していることから，

の時期の遺構が北斜面中位にある可能性があろう。

こ

く

可

こ
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動物遣存体について

表に動物遺存体一覧を掲載してある。住居跡KH-9･KH-11覆土より検出されたものである。

とI)わけKH-9住居跡の北側(A･D地区）に集中していた。調査中に肉眼で確認できたものはす

べて土ごと取り上げた。骨片は大部分が細片で， 白色化している。また骨片が混在する土には焼土粒・

炭化物を多量に含んでいることから焼成を受けたものと考えられる。早稲田大学金子浩昌氏の鑑定の

結果によると全て「シカ」の骨である。判別できた部位は，角・手足骨が大部分で，背見・肋骨は，

ほとんどない。骨片が細いために部位の判別が難しいものは，重量のみを表わした。

動物遺存体一覧(fr : 破片，近：近以端，遠：遠以端）

|貢､ ’重さ 破片 重さ地区名・層位
7『1.1 1

f収ﾉ1 遺構名 極・部位なと重さ 重さ櫛・部位なと地区名・層位遺構名

D･ 2層 3．69h・シカ 中足骨片l助骨片1
~D

詞

A･ 2層 7，9月 KI－l 9tI 89判Ｋ Ｉ

D･ 2層 シカ 中手,中足1 349lg t1．ヘ ・ 2層 2．49irシカ

’ D･ 2層 シカ 中手骨3 27．691.2貝ヘ ・ 2層 0， 19 r1.
~》

令 rl】
〆

/力 足根骨？1 l ~ogA･ 2層 0．99:／方
〆′』

〃rII

シカ足根骨1,中手骨片D･ 2層 h 9．59fr 1 貝口
JQJbA ･ 2層 0． 19f／カ

ゾ’』

〃

AD・

S-rベルI
0.2貝D･ I層 tliI 1．89

－

ン力〃

F' 6層 h 1．49シカ2層 tI 0.8貝シカ 〃〃

F･ 3層 シカ腓骨･l､上腕骨近’シカ種子骨3,末節骨1 4．29B・ 2屑 4.lR 1 ワロ
上･どbt"

中足片5シカ角片1,基節骨遠1C ･ 2層 249qけ
Jb rI

シカ 中手骨j』禰土 0．59C･ 2層 7．69、 "
〆

S Nベル｜

B,C地区
シカ副手根骨1,上頸右1 ワ 1口

臼・ユbC ･ 215 シカ角片l上腕骨通］ tI29 159 〃

hA･Ⅳ層 力 中手骨片 0.3貝0，79C･ 2層 シカ骨片4 Q〃
Jh KH 111画

Lb
〃

CD ' 3層
E Wベルト

シカ副毛根上頚右 4．09、KH－9tI ().79杓

D･ 4E 1．29tlD･ 2層 シカ？未節骨片1 ,基節骨近I シカ17貝iノ”
gb

tI"

MIMMIMIWilWMMMilllliiliWIIW剛I脳繊柵iﾘiililiilil ｣

住居跡KH-9a出土シカの骨片
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小岱遺跡の古植生について

山田悟郎

l 試料及び処理方法

ここで取扱った土壌試料は，昭和60年度に発掘された上ノ国町小岱遺跡の調査に際して、縄文時代

中期の竪穴住居趾KH-9aの床面近くの覆土である4層と(茶褐色腐植土)、KP-2の覆土中から

発掘された土器（見晴町式土器） を充填していた茶褐色腐植土の2点である。

試料の処理は、土壌5009をビーカーにとりアルカリ処理一水洗一混酸処理一水洗一アルカリ処

理一水洗一比重分離一水洗一アセトリシス処理一水洗-KF処理水洗の順に行ない，各試料ごとの

プレパラートを作成した。

う°レパラートの検鏡にあたっては通常400倍で，必要に応じて1000倍で行なった。樹木花粉を200

個以上計数するまでに出現した花粉・胞子を無作為に同定し計数することに努めたが全般に花粉・胞

子の出現数は少なく ，樹木花粉が200個以上に達した試料は無かった。 したがって，表示にあたって

は各プレパラートから検出された花粉・胞子の出現数を表にして示した。

2 分析結果

2点の試料から検出されたのは樹木花粉14属l科，草本花粉1属9科，胞子2科，形態分類胞子2

種で， その他に未同定の花粉・胞子や，腐食され形態が変化して同定不能な花粉・胞子があった。

ここで出現した花粉・胞子の内訳と，想定される主な母植物は次の通りである。

樹木;Pi""(トウヒ属；エゾマツ), A6ies (モミ属； トドマヅ),A/"〃s (ハンノキ属；ハンノキ・

ケヤマハンノキ), B2〃/a （カバノキ属；シラカンバ他),Rzg"s (ブナ属；ブナ), Caゆ加況s (クマシ

デ属；サワシバ他), /"g""s-""0"ry" (オニグルミーサワグルミ属；オニグルミ ・サワグルミ),

Acsczz/zMs (トチノキ属； トチノキ),Q""czIs (コナラ亜属； コナラ・ ミズナラ・カシワ), ["加況s (=

レ属；ハルニレ・オヒョウニレ),""a （シナノキ属；シナノキ・オオバボダイジ1), Ac"(カエデ

属； イタヤカエデ・ハウチワカエデ・ヤマモミジ他),MIzg”"a （モクレン属；オウノキ・コブシ),

Pﾉz9"0火"d70"(キハダ属；キハダ),A"ﾉ"""(ウコキ科；ハリギリ・タラノキ他),a/d""g"(ア

ジサイ属； ノリウツギ・ツルアジサイ）

草本;A"ewis"(ヨモギ属；エゾヨモギ他),Carduoideae(キク亜科；アキタブキ・コブスマソウ・

エソ．ノコンギク・チシマアザミ他), Cichorioideae (タンポポ亜科；ハチジョウナ． コウゾリナ),

RanunCulaceae (キンポウケ科；カラマツソウ・アキカラマツ他),PolygonaCeae (タデ科；オオイ

タドリ ．ウラジロタデ・エソゞノギシギシ), Umbelliferae (セリ科；ヤブジラミ ．エゾニュウ・オオカ

サモチ他),Rosaceae (バラ科；オニシモ､ソケ･ナガボノシロワレモコウ他),Liliaceae (ユリ科；バ

イケイソウ．オオウバユリ ．ユキザサ他),Gramineae (イネ科；ススキ．クマイザサ．エノコログサ

他),Cyperaceae (カヤツリグサ科；エゾアブラガヤ他）

胞子;Osmundaceae(ゼンマイ科；ゼンマイ・ヤマドリゼンマイ他),Lycopodiaceae(ヒカケノカ

ズラ科； ヒカケノカズラ他）

形態分類胞子;Monolatetypespore (単条孔型胞子；オシダ・ メシダ‐ ・シシガシラ・ クサソテヅ

他),Trilitetypespore (三条孔型胞子）である。
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KH-9aの4層；樹木では,針葉樹のA6"sと落葉広葉樹のA/""s.F廼況S･ﾉ脚g/α"s-Re""沙α・

Qzfe沌"s. ["加況s･7W"･Ac",草本ではA力e池”α･Carduoideae･Ranunculaceae･Polygonaceae･

Umbelliferae･Gramineae,胞子ではMonolatetypesporeが多い花粉化石群集が確認された。

樹木ではA/""s･Qzfe〃"s･U/脚"sが，草本．胞子ではA7海加is"・Gramineaeがそれぞれ優勢を

示している。

KP 2土器内；樹木では針葉樹のA6iesと落葉広葉樹のA加況s･Bg加此z･Qzfg叱"s･U/”"S･刀"α，

草本・胞子ではAγ彪w"S"･Carduoideae.Ranunculaceae･Polygonaceae･Umbelliferae･

Gramineae･Monolatetypesporeが多い花粉化石群集が確認された。

樹木ではA〃"s･Q"g姥"sが，草本・胞子ではA対g加趣α･Gramineae･Monolatetypesporeが

優勢を示している。

2点の試料で確認された花粉化石群集はほぼ同様な構成を示すもので，落葉広葉樹のA/""s・

Qzfe7Tzfs･α加況sと陽地性の草本を主としたものであった。

3 古植生について

2点の土壌試料で確認された花粉化石群集から，縄文時代中期の小岱遺跡周辺の古植生は次のよう

に推定される。

遺跡周辺にはハンノキ・シラカンバ・ブナ・オニグルミ ・サワグルミ ・ ミズナラ・コナラ・ハルニ

レ・ホウノキ・コフ．シ・シナノキ・イタヤカエデ・ハウチワカエテ、 ・キハダ等を主とした落葉広葉樹

林が分布していた。遺構近くには日当りのよい場所を好む潅木のタラノキ・ノリウヅギも生育してい

たようである。 また，湿って肥沃な沢沿いにはトチノキが生育していた。

針葉樹のトドマツがこれらの広葉樹と混交していたか否かが問題となるが，混交していたのではな

く背後の山地から飛来したものと考えられる。

生活の場となっていた，林が切り開かれた空間にはオオヨモギ・アキタブキ・ハンゴンソウ・チシ

マアザミ ・カラマツソウ・アキカラマツ・オオイタドリ ・エゾニュウ・オニシモヅケ・ススキ・エノ

コログサ・チシマザサ・ゼンマイ ・シダ類からなる陽地性の草本群落カミ繁っていたと推定できる。

これらの森林植生はブナーミズナラ林が分布する上ノ国町周辺で普通に見られる植生である力欝，古

代人による構造材や薪炭材確保のための伐採により遺跡周囲の森林植生が破壊され，一部に二次林が

形成されていたことが想定される。

日当りのよい二次林は，古代人に植物性食料となった堅果類を提供していたと推定することができ

る。小岱遺跡からは澱粉に富んだドングリが実るミズナラ・コナラとトチノキ，脂肪に富んだ堅果が

実るオニグルミの花粉が出現している。沢沿いに多く生育する|､チノキは別として， オニグルミ ・ ミ

ズナラ．コナラは日当りがよい二次林に多く生育する樹木である。

渡辺(1985)によるとドンク、リのアク抜き技術は縄文時代前期に， トチノキのアク抜き技術は中期

末に東北地方北半で開発されたと推定されている。東北地方北半と文化圏を共有していた北海道西南

部にアク抜きの技術力：伝播していたことは当然のことと考えられ， これらの堅果が食用されていたこ

とは確かであろう。

古代人による原植生の破壊は植物性食料という副産物を生みだしたのである。
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